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哲
畢
研
究
　
第
三
百
十
一
號

概
念
概
念
に
於
け
る
言
語
の
媒
介
　
　
　
（
完
）

　
　
i
論
理
研
究
の
た
め
の
一
つ
の
試
み
一

三
八

七
意
味
の
縫
…
造
三

飯
倉
亀
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
象
の
標
示
と
封
象
の
指
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
象
約
需
語
と
し
て
の
繰
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
昧
の
共
岡
性
と
概
念
の
媒
介

　
わ
れ
わ
れ
は
、
上
翻
せ
る
麗
に
於
い
て
、
意
味
の
構
造
が
具
有
す
べ
き
共
同
性
を
考
察
し
て
、
”
其
れ
が
、
軍
な
る
人
間
の
並
存
闊
…
係
と

は
、
別
個
の
次
元
を
形
成
す
る
黙
を
、
指
摘
し
疫
。
言
語
の
形
式
は
、
フ
ッ
セ
ル
の
場
合
の
如
く
、
羅
に
、
意
味
作
用
に
と
っ
て
、
外
的

な
物
理
的
梅
距
件
、
若
し
く
は
餌
甜
號
と
考
へ
ら
れ
だ
り
、
或
ひ
は
父
、
愛
甲
伊
作
用
に
滲
L
那
す
る
と
は
云
へ
、
脚
賞
は
、
表
現
の
音
撫
味
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫
1

自
日
舞
毒
鋒
ロ
a
①
同
ぴ
①
無
Φ
∬
酔
Φ
叶
○
舞
Φ
冠
こ
び
Φ
翰
慶
蟄
⑳
け
、
、
に
饗
し
て
、
㎜
阜
に
並
点
仔
曲
な
、
個
封
隔
蒙
へ
の
勘
直
示
負
蟄
ω
M
毛
。
同
熔
び
Φ
冠
Φ
団
Φ
叶
芝
麟
孤
m
即
σ
q
酔
の
み

に
絡
っ
て
、
よ
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
或
ひ
は
叉
、
其
れ
が
、
軍
な
る
自
他
の
並
存
關
…
係
を
標
示
L
、
而
し
て
、
自
已
に
と
っ
て
他
者
が

一
個
の
入
格
Φ
営
。
団
Φ
議
。
β
と
し
て
の
み
、
受
け
容
れ
ら
れ
る
作
用
と
、
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
か
。
斯
く
の
如
き
見
地
に
於
い
て
は
、

自
他
の
細
面
が
、
言
語
を
異
に
す
る
入
閣
梢
互
の
場
合
で
あ
っ
て
竜
、
底
ひ
は
、
同
＝
冨
語
に
鵬
す
る
種
醜
、
並
幅
的
關
係
の
場
合
で
あ
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つ
て
竜
、
均
し
な
み
に
、
我
と
汝
と
云
ふ
が
如
き
、
並
存
…
關
係
と
し
て
杷
握
さ
れ
る
。

　
勿
論
、
書
語
を
異
に
す
る
入
間
相
互
の
關
係
に
於
い
て
も
、
粟
れ
が
、
軍
な
る
物
理
的
蘭
係
、
な
い
し
は
群
棲
的
形
態
で
は
な
く
て
、

我
と
汝
と
の
、
入
間
的
並
存
關
…
係
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
穿
く
四
面
な
い
。
而
し
て
、
斯
く
の
如
き
關
係
は
、
自
他
を
腱
っ
て
、
原
始
的

な
、
幽
思
畑
心
痛
鳳
地
の
鴫
力
法
に
嘉
し
む
る
で
あ
ら
う
。
例
四
へ
ば
、
身
振
り
、
蝋
封
書
の
直
接
み
る
指
示
、
其
の
他
で
あ
る
。
此
の
や
う
な
方
法
も

亦
、
髄
か
に
、
一
時
的
に
、
或
ひ
は
疑
績
的
に
、
相
互
の
意
志
を
疏
通
ぜ
し
め
る
。
一
時
的
、
或
び
は
臨
績
的
で
あ
る
と
云
ふ
意
味
は
、

他
者
の
身
振
り
が
、
我
に
…
封
し
て
、
何
ら
か
の
爽
象
を
興
へ
得
る
と
し
て
も
、
し
か
馬
、
斯
か
る
表
象
の
受
容
は
、
其
れ
に
野
す
る
慮
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
2

が
終
認
る
や
否
や
、
直
ち
に
漕
…
滅
し
て
、
我
と
汝
と
は
、
再
び
元
の
並
存
闘
…
係
、
に
立
戻
る
、
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
言
語
餉
…
媒
介
の
、
種
的

北
禽
同
性
が
繍
献
け
る
場
A
慣
に
は
、
白
蘭
隅
一
の
山
父
渉
が
、
必
ず
一
諾
蘭
、
臨
剛
績
的
で
あ
っ
て
、
恒
存
す
る
媒
介
の
地
黒
瓢
が
失
は
れ
る
と
云
ふ
事
能
心

は
、
否
む
べ
く
も
な
い
。
從
っ
て
、
嘗
語
の
…
媒
介
に
依
る
表
象
の
定
位
分
極
は
行
は
れ
す
、
表
象
は
、
我
か
ら
他
者
へ
、
他
者
か
ら
我
へ

と
、
無
媒
介
に
麟
罰
す
る
。
斯
く
の
如
き
專
態
こ
そ
、
ま
さ
に
、
表
象
の
標
示
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ら
う
。
雷
語
の
媒
介
に
於
い
て
は
、
わ
れ

わ
れ
は
、
何
ら
表
象
を
標
示
す
る
こ
と
な
く
、
軍
に
曇
地
業
の
言
表
に
依
っ
て
意
志
を
通
じ
合
ひ
、
從
っ
て
、
表
象
は
、
其
の
在
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滴
　
　
　
詫
3

場
所
、
郎
剛
ち
、
意
識
の
内
部
に
剛
臆
を
得
る
。
此
れ
が
、
士
蓼
象
の
定
位
の
、
本
來
、
意
味
す
る
虎
【
で
あ
る
。

　
表
口
蒙
が
、
意
識
の
内
に
定
器
せ
す
、
外
に
標
示
さ
れ
る
場
合
に
は
、
上
蓮
の
如
く
、
自
他
の
闘
胴
係
は
、
翠
な
る
並
存
に
維
り
、
断
縛
…
酌

で
あ
っ
て
、
自
他
を
恒
常
蘭
に
結
合
ぜ
t
め
、
相
互
承
認
の
地
盤
に
安
ん
ぜ
t
め
る
、
共
野
塩
基
底
は
歓
け
る
。
其
れ
に
凹
し
て
、
言
葉

の
媒
介
が
行
は
れ
て
、
表
象
が
、
意
識
の
内
部
に
定
位
す
る
場
合
に
は
、
帥
ち
、
表
象
の
分
極
が
行
は
れ
て
、
自
他
の
相
互
承
認
に
基
く

北
開
同
性
が
、
現
域
す
る
。
斯
く
の
如
費
事
態
が
、
表
象
の
定
位
分
極
の
意
昧
す
る
麗
に
他
な
ら
す
、
　
同
勢
に
叉
、
　
晶
蘭
語
表
現
の
共
同
性

　
　
　
　
概
念
に
於
け
る
嘗
語
の
媒
脅
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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哲
學
研
究
　
第
三
胃
十
肖
號

の
㎞
興
の
雛
…
邉
に
他
な
ら
ぬ
。
咀

四
〇

酸
G
リ
　
フ
ッ
七
ル
、
「
請
理
研
究
」
第
二
巻
、
　
一
、
四
六
買
。

註
②
　
　
偲
々
人
の
並
存
關
係
と
、
歴
史
的
異
異
關
闘
係
と
の
比
較
に
就
い
て
依
、
箪
に
、
欝
語
の
慨
か
ら
の
み
、
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
叢
く
さ
れ

　
　
る
も
の
で
は
無
い
。
緯
溝
學
の
、
所
謂
ロ
ビ
ン
ソ
ン
物
語
が
含
む
如
き
閻
題
に
角
し
て
は
、
唯
だ
、
此
の
研
雛
の
培
外
に
濁
す
る
こ
と
を
、
附
記
す

　
　
る
に
止
め
る
。
但
し
、
右
の
穿
つ
の
關
係
は
、
他
を
一
に
、
類
型
的
に
代
位
せ
し
め
得
ざ
る
も
の
、
質
的
に
網
墨
す
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
典
の
様
耀

　
　
は
、
直
ぐ
後
の
、
練
課
の
考
禦
に
於
い
て
、
明
か
に
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
畢

蕪
働
　
藝
術
表
現
の
様
式
の
内
に
、
表
象
の
「
表
現
」
が
多
く
春
雀
す
る
こ
と
は
、
拳
闘
の
如
く
で
あ
る
。
典
の
聯
に
依
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
言
語

　
　
表
現
の
特
殊
性
を
知
る
こ
と
が
出
駈
る
。
醜
し
、
此
の
揚
合
、
わ
れ
わ
れ
の
考
察
は
主
と
し
て
予
算
に
關
す
る
の
で
あ
っ
て
、
言
語
藝
衛
に
現
は
れ

　
　
る
象
辮
μ
形
式
の
如
き
、
鮮
衣
象
に
關
係
議
の
る
も
の
に
就
い
て
は
、
叉
、
必
夫
灘
的
な
、
葡
脚
の
考
察
輔
か
軍
楽
で
あ
ら
・
り
。

　
右
に
設
く
如
く
、
入
間
の
種
附
共
同
性
に
相
零
す
る
も
の
が
、
表
象
の
定
位
、
並
び
に
分
極
で
あ
る
の
に
潤
し
て
、
単
な
る
、
我
と
汝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

と
の
並
存
㎜
關
係
に
相
雁
…
す
る
も
の
は
、
恒
存
的
な
嘗
語
曲
…
媒
’
介
の
訣
・
如
ぜ
る
、
箪
な
る
、
表
象
の
標
示
に
他
な
ら
な
い
。
換
雷
す
れ
ば
、

奮
諮
を
異
に
す
る
入
闇
の
相
五
關
係
に
於
い
て
賦
、
た
と
ひ
、
同
二
事
物
に
挺
し
て
の
知
発
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
其
虜
に
、
署
語

の
側
か
ら
の
媒
介
、
即
ち
、
直
親
の
作
用
が
峡
け
る
爲
め
に
、
其
の
知
梵
も
、
表
象
の
定
位
・
分
極
に
到
達
す
る
能
は
す
、
箪
な
る
、
知

畳
の
多
様
の
承
準
に
止
ま
る
こ
と
と
、
な
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
の
如
き
、
言
語
の
恒
存
的
媒
介
に
代
置
す
る
も
の
と
王
て
、
普
通
、
羅
課

が
班
嗣
げ
ら
れ
て
る
る
。
」
魏
課
は
、
　
二
万
に
は
、
虻
ハ
れ
が
皆
口
甑
鴫
活
動
の
」
種
で
あ
る
と
敦
ふ
こ
と
か
ら
、
惰
二
仔
馬
…
媒
介
者
と
考
へ
ら
れ
、
し

か
も
晶
他
方
に
於
い
て
、
”
其
れ
が
二
つ
の
鵡
切
語
を
聯
塗
せ
し
め
る
と
云
ふ
黙
か
ら
、
　
あ
癒
か
亀
、
　
人
聞
の
臨
見
逓
的
領
域
を
甥
り
拓
き
得
る

も
の
の
如
く
解
せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
隈
鐸
の
果
し
得
る
文
化
の
聯
警
察
を
ば
、
箪
純
に
普
遜
性
と
解
し
、
同
時
に
其

ボ
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薩
か
ら
、
学
課
の
も
つ
⊥
又
化
落
去
關
性
に
依
っ
て
、
曽
購
就
㎎
の
特
殊
性
が
打
ゆ
り
超
え
ら
れ
得
る
“
も
の
と
考
へ
る
こ
と
は
、
正
確
な
認
識
で
な

い
。
フ
ム
ボ
ル
ト
が
、
右
の
爾
側
面
を
ば
共
に
張
調
せ
ん
と
し
て
、
雷
語
活
動
の
退
く
べ
か
ら
ざ
る
聯
…
關
性
と
、
し
か
も
、
其
れ
に
も
拘

ら
す
、
庫
固
拠
る
特
殊
性
の
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
斯
か
る
爾
者
の
統
一
を
成
立
せ
し
め
る
識
語
活
動
の
精
聯
力
を
、
聯
秘
的
聯

…
關
霧
雨
こ
嘆
甑
コ
な
。
げ
。
嬬
N
β
器
穏
目
配
。
¢
げ
9
ご
晦
と
呼
ん
だ
の
も
、
変
な
き
こ
と
で
は
無
い
。
個
々
の
曽
隠
語
に
關
…
す
る
参
謁
的
研
究
と
、
雷
語
の
猫

異
な
包
物
…
を
把
へ
る
詩
入
的
理
解
と
は
、
フ
ム
ボ
ル
ト
を
し
て
、
　
一
冷
語
内
部
の
汲
み
駁
し
難
い
性
格
を
、
見
失
は
ざ
ら
し
め
δ
鍵
と
も

な
っ
た
。
從
っ
て
フ
ム
ボ
ル
ト
に
於
い
て
は
、
二
つ
の
黙
諾
を
結
ぶ
働
き
と
し
て
の
醗
謬
は
、
要
す
る
虚
、
蘇
課
者
自
身
の
閉
す
る
雷
語

の
、
衷
現
能
力
と
意
味
性
と
を
、
鑛
費
せ
し
め
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
各
々
の
嘗
語
の
特
殊
性
は
、
飽
く
起
も
認
め
ら
れ
、
從
っ
て
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
1

語
に
於
け
る
如
何
な
る
雷
葉
も
、
他
の
雷
語
に
於
い
て
、
同
一
な
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
毘
來
ぬ
。
」
わ
れ
わ
れ
が
、
齢
課
に
依
っ
て

唐
墨
す
も
の
は
、
反
っ
て
、
雷
語
間
の
必
然
的
相
異
魏
。
穿
窪
象
σ
q
o
〈
o
累
。
ぼ
Φ
角
Φ
昌
げ
。
客
曾
で
あ
り
「
翻
謬
の
嚴
密
を
望
め
ば
望
む
程
、

反
っ
て
・
馨
の
否
襲
撃
る
」
量
と
も
・
な
る
で
費
蓄

　
勿
論
「
既
に
高
度
の
文
化
を
有
す
る
時
代
に
於
い
て
は
、
岡
岬
の
敏
養
に
謝
し
て
、
強
力
且
つ
有
釜
な
影
響
な
興
へ
得
る
も
の
は
、
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
3

語
の
功
績
を
措
い
て
、
他
に
考
へ
ら
れ
ぬ
。
」
換
黙
す
れ
ば
、
丈
化
の
交
流
に
於
い
て
、
嘗
語
の
占
め
る
位
置
は
頗
る
窺
要
で
あ
り
、
言

藷
の
感
能
無
驚
じ
Q
ぽ
り
篇
霞
こ
Q
や
養
。
酎
①
が
鑛
大
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
其
の
國
艮
の
感
能
も
亦
籔
大
さ
れ
る
。
併
し
乍
ら
、
斯
か
る
文
化
の

聯
毒
性
も
、
特
殊
な
る
雷
語
の
内
に
於
い
て
、
始
め
て
費
現
の
場
所
を
得
る
の
で
あ
¢
、
從
っ
て
、
　
一
言
語
の
特
殊
性
と
云
ふ
制
約
こ

そ
、
費
は
叉
、
其
の
内
部
に
、
無
限
の
能
力
を
潜
め
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
「
初
め
は
、
生
活
上
の
日
常
的
使
用
に
よ
り
、
や
が
て
は
其

れ
を
使
用
す
る
國
民
の
精
瀞
に
依
っ
て
、
無
限
の
深
み
に
向
け
て
、
愈
々
高
く
、
釜
ゐ
多
様
に
、
昂
揚
せ
し
め
ら
れ
て
、
凡
て
が
充
分
に

　
　
　
　
欝
脚
念
に
於
け
る
翰
蹴
甑
照
の
蝶
介
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
【
一
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哲
畢
醗
究
第
三
冨
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
4

階
呆
さ
れ
る
と
は
、
一
誠
に
、
嘗
語
の
不
可
思
議
な
特
艦
箕
で
あ
る
。
」
と
は
、
フ
，
（
ボ
ル
｝
自
ハ
身
の
述
べ
る
虞
で
あ
る
。
上
述
の
如
く
、
フ
，
晒

ボ
ル
ト
に
於
い
て
は
、
言
語
の
聯
言
語
と
特
殊
性
と
が
、
感
能
に
依
っ
て
結
合
せ
し
め
ら
れ
、
同
時
に
、
斯
く
の
如
き
感
能
の
、
一
言
語

内
に
於
け
る
働
き
は
、
矯
…
淋
に
依
る
融
旧
秘
的
～
聯
晶
關
と
さ
へ
呼
ば
れ
て
み
る
。
師
ち
、
フ
ム
ボ
ル
蓄
は
、
曽
口
語
の
聯
關
…
性
が
、
廊
貰
は
、
　
二
言

語
内
部
の
媒
介
作
用
を
濡
濡
し
、
し
か
も
後
者
は
、
共
れ
固
有
の
活
動
に
依
っ
て
、
翼
に
普
逓
性
の
領
域
を
精
薄
に
拓
き
興
へ
、
斯
か
る

内
的
深
化
に
依
っ
て
、
反
っ
て
、
フ
ム
ボ
ル
ト
が
規
定
し
允
、
磁
器
の
聯
蘭
性
以
上
の
、
翼
の
言
忌
性
の
領
域
が
、
其
庭
に
現
成
す
る
黙

を
、
確
認
し
て
み
な
い
。
斯
く
の
如
き
、
誉
語
活
動
の
媒
介
性
を
見
失
つ
血
フ
ム
ボ
ル
ト
が
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
を
、
軍
に
、
そ
れ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
5

け
丸
多
佃
籔
の
同
義
語
じ
Q
寓
餌
。
⇔
隔
覧
凶
。
Φ
昌
」
と
考
へ
、
其
膿
か
ら
、
言
語
を
軍
な
る
聯
融
鳴
管
並
｛
仔
の
次
ズ
に
於
い
て
把
へ
、
「
総
て
の
言
語
形
式
は

　
　
　
　
瀧
6

象
徴
で
あ
る
」
と
し
て
、
諸
…
言
語
の
類
型
の
水
準
に
止
ま
ら
ん
と
し
九
の
も
、
訴
訟
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

　
と
は
云
へ
、
斯
く
の
如
き
鴬
語
の
象
徴
性
の
内
へ
、
嘗
語
の
特
殊
的
共
同
性
を
も
、
叉
其
の
普
熱
性
を
も
、
均
し
な
み
に
投
じ
入
れ
て

其
れ
に
依
っ
て
コ
冨
語
が
、
本
質
的
に
は
侮
ら
認
む
べ
き
攣
化
な
し
に
、
し
か
も
、
　
一
層
高
い
感
能
に
上
昇
し
、
一
段
と
多
様
な
表
現
に

　
　
　
　
註
7

搬
大
さ
れ
る
し
と
、
」
義
的
に
規
定
t
て
、
よ
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
フ
ム
ボ
ル
｝
も
亦
、
　
一
嘗
語
内
部
に
於
け
る
、
表
象
の
分
極
と
其

れ
に
依
る
白
羽
他
の
北
ハ
同
源
押
傷
A
口
と
、
讐
口
語
相
互
の
聯
柳
關
と
し
て
の
翻
諜
と
の
、
貫
の
麗
別
に
思
ぴ
到
っ
て
み
な
い
。
既
湛
ぜ
る
如
く
、
由
衣

象
の
分
極
と
は
、
不
溶
を
言
語
の
世
界
に
媒
介
す
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
、
言
語
を
群
議
に
媒
介
せ
し
め
る
作
画
を
も
含
み
、
斯
く
の

如
き
、
倭
語
の
側
か
ら
の
作
用
は
、
知
畳
の
輩
な
る
多
様
と
し
て
の
墨
書
を
ば
、
定
位
せ
し
め
、
分
極
せ
し
め
る
も
の
に
、
他
な
く
な
か

つ
允
。
斯
く
の
如
き
、
書
語
と
…
封
象
と
の
、
二
璽
羅
…
造
的
媒
介
に
依
っ
て
、
霧
雪
と
活
動
と
し
て
の
意
味
が
成
立
し
、
町
鳶
の
成
立
は
又
、

生
け
る
言
語
と
し
て
、
自
他
の
意
識
に
、
表
象
を
分
極
せ
し
め
る
。
從
っ
て
緑
葉
は
、
其
れ
が
生
け
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
、
意
味
を
成



　
　
寄
せ
し
め
る
庵
の
で
あ
る
限
り
、
必
ず
、
自
他
の
意
識
に
、
表
象
を
分
極
せ
し
め
る
働
き
を
有
ち
、
面
し
て
、
斯
く
の
如
き
蓑
象
を
支
へ

　
　
　
と
し
て
、
書
葉
は
、
始
め
て
”
其
の
位
置
を
得
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
の
如
き
槻
黙
か
ら
す
れ
ば
、
謙
譲
の
言
曲
菓
は
、
穿
れ
が
分
極
せ
る
表
象

　
　
を
支
へ
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
費
は
、
二
つ
の
雷
語
の
上
に
、
言
葉
と
し
て
の
位
置
を
定
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
勢
ひ
、
此
ハ
れ
ら
の
雷

　
　
訟
湘
を
ば
、
轟
表
象
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
此
虜
に
、
密
集
の
言
葉
の
、
注
目
す
べ
き
性
格
が
あ
る
。
醗
課
が
、
二
つ
の
言
語
を
繋
ぐ
庵
の
で
あ
り
乍
ら
、
反
っ
て
、
必
ず
特
定
の

　
　
需
語
に
於
い
て
の
み
稲
置
化
す
る
、
と
云
ふ
矛
盾
に
從
っ
て
、
醗
諜
の
言
葉
は
、
自
ら
の
嫁
す
る
畳
語
を
超
え
る
こ
と
に
依
っ
て
、
反
つ

　
　
　
て
其
れ
を
表
象
化
し
、
自
ら
を
言
語
允
ら
し
め
る
こ
と
に
依
っ
て
、
反
っ
て
、
自
己
を
、
表
象
の
水
準
に
指
し
め
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
既

　
　
に
、
言
語
を
異
に
す
る
入
筆
の
相
互
を
繋
ぐ
も
の
は
、
原
始
的
な
、
表
象
の
標
示
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
表
象
は
、
分
極
・
に
於
い
て

　
　
自
他
の
共
同
性
を
成
立
せ
し
め
る
が
、
軍
な
る
標
示
に
於
い
て
は
、
共
同
性
で
は
な
く
て
、
軍
祭
る
並
存
を
養
す
に
漁
ぎ
ぬ
。
入
間
の
共

　
　
同
的
結
合
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
は
、
費
に
、
表
彰
の
分
極
に
依
る
言
葉
の
媒
介
に
他
な
ら
す
、
其
れ
に
反
し
て
、
言
語
と
嘗
語
と
の
醤

　
　
立
に
依
る
、
加
単
な
る
人
㎞
聞
の
並
存
關
係
は
、
分
極
せ
ざ
る
表
象
の
、
樫
…
示
に
過
ぎ
ぬ
ζ
と
を
、
亡
点
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
儲
隅
潔
…
に
云
へ
ば
、
雷

　
　
語
と
嘗
語
と
を
繋
ぐ
も
の
は
、
費
は
表
象
そ
の
も
の
で
あ
り
、
斯
か
る
表
象
の
標
示
に
依
っ
て
、
僅
か
に
、
入
闇
の
並
存
蘭
係
が
保
允
れ

　
　
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
、
綴
本
の
蛮
態
を
認
識
す
る
な
ら
ば
、
二
つ
の
弾
語
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
の
翻
課
が
、
軍
な
る
、
表
蒙
的
言

　
　
語
に
癒
ぎ
ぬ
こ
と
も
、
敢
へ
て
、
怪
し
む
に
足
り
ぬ
で
あ
ら
う
。

　
　
　
撃
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
輩
に
フ
ム
ボ
ル
ト
の
如
く
、
麟
課
を
以
っ
て
、
其
の
言
語
の
成
駝
能
を
欝
詠
め
、
國
民
の
感
能
を
鑛
大
す
る
も
の

　
　
と
、
一
義
的
に
解
す
る
課
に
は
ゆ
か
ぬ
。
醗
諜
の
字
訓
は
、
上
逃
の
如
く
、
　
一
方
に
於
い
て
は
、
蓑
象
的
書
語
と
し
て
、
入
開
の
共
同
性

珈
　
　
　
蕪
に
於
け
ゑ
藷
の
馨
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
三



珍8

　
　
　
　
欝
磁
研
究
　
策
三
翼
十
「
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

を
ば
、
輩
な
る
並
存
無
権
に
代
へ
ん
と
す
る
、
作
用
を
有
つ
。
其
れ
が
、
；
　
糊
語
の
固
有
な
る
特
殊
性
を
ば
、
密
な
る
並
存
關
係
と
取
り

違
へ
る
と
岡
時
に
、
斯
く
の
如
き
並
存
關
係
を
、
宛
か
竜
、
貫
の
可
否
性
と
取
り
違
へ
る
愚
誤
を
將
來
す
る
。
斯
く
の
如
く
し
て
、
雷
語

の
種
的
性
格
が
見
失
は
れ
、
其
れ
と
随
卜
し
て
、
媒
介
を
失
へ
る
、
類
型
的
並
存
と
し
て
の
、
言
語
の
象
…
徴
性
が
、
置
の
普
遜
に
代
置
す

る
。
翻
心
の
言
葉
は
、
特
定
の
言
語
に
於
い
て
、
■
飽
く
迄
も
異
種
と
し
て
、
そ
の
言
語
の
共
同
性
に
並
存
し
て
、
其
れ
を
棄
し
、
共
れ
に

は
同
化
し
な
い
。
フ
ム
ボ
ル
ト
が
、
翻
諜
が
必
ず
、
そ
れ
自
身
に
異
種
の
色
彩
を
有
つ
と
論
じ
、
蜜
は
、
斯
く
の
如
き
異
種
な
る
竜
の
恥
観

津
霧
曾
が
感
ぜ
ら
れ
る
時
こ
そ
、
齢
諜
の
最
高
の
目
的
が
達
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
其
れ
が
感
ぜ
ら
れ
ず
に
、
異
種
が
全
く
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
8

失
は
れ
る
く
。
尾
臼
鐸
犀
。
客
た
ら
ば
、
醗
諜
者
は
原
典
○
鼠
σ
q
貯
葛
に
櫨
…
ら
す
、
遜
誤
を
お
か
す
も
の
で
あ
る
と
、
蓮
べ
る
如
く
、
　
異
種
が

失
は
れ
る
な
ら
げ
、
其
れ
は
反
っ
て
、
醗
鐸
以
下
の
、
斜
な
る
恣
意
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
醗
課
の
領
値
は
、
た
と
ひ
、
課
語
が
何
れ
程

流
暢
で
あ
る
に
ぜ
よ
、
斯
「
か
る
表
現
披
術
…
に
在
る
の
で
は
な
く
て
、
フ
ム
ボ
ル
ト
の
如
く
、
原
典
そ
の
竜
の
が
、
晶
惟
と
感
得
せ
ら
れ
る
勲
…

に
、
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
、
醗
課
の
異
種
一
性
は
、
そ
の
諜
出
さ
れ
九
こ
口
甑
㎜
の
致
ハ
同
性
に
と
っ
て
、
銅
一
く
迄
」
も
、
喪
失
さ
れ

ゐ
筈
が
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
嘗
語
の
北
ハ
心
性
と
、
斯
か
る
齪
諜
の
異
種
的
色
彩
と
の
並
存
は
、
嘗
語
の
共
問
性
を
一
索
す
も
の
と
し
て
、
反
っ
て
、
薦
の
言
語
渚
動
の

普
温
性
を
見
失
ば
し
め
て
、
諸
君
語
並
存
の
、
類
型
の
水
準
に
止
ま
ら
し
め
る
Q
貫
の
普
遍
の
領
域
は
、
譲
課
的
な
、
言
語
と
言
語
と
の

中
藍
厭
態
、
換
言
す
れ
ば
、
表
象
の
位
置
に
鞭
し
た
雷
語
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
既
に
指
摘
せ
る
如
く
、
　
＝
出
語
の
眞
の
深
み
に
超

え
出
つ
る
魑
に
競
演
す
る
の
で
あ
る
。
媒
斥
の
見
地
に
於
け
る
普
心
性
の
性
格
は
、
常
に
、
言
語
表
現
の
有
つ
種
の
性
格
を
軍
婆
硯
し
て

其
れ
の
媒
介
に
依
っ
て
、
始
め
て
、
事
物
の
主
…
観
化
せ
ら
れ
允
側
面
が
、
辮
取
せ
ら
れ
且
つ
洗
ひ
取
ら
れ
て
、
其
庭
に
、
書
語
の
特
殊
性
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を
ば
・
内
に
打
ち
超
え
つ
つ
、
し
か
も
、
媒
介
曲
に
、
並
存
者
を
統
一
に
高
め
る
認
識
の
領
域
が
、
現
驚
し
馨
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
從
っ

て
、
認
識
の
領
域
か
ら
の
媒
介
を
醜
い
て
は
、
翼
の
蓑
現
は
蔵
立
せ
す
、
同
時
に
父
、
貫
の
害
詩
性
は
、
言
語
の
特
殊
性
を
ば
、
無
差
鴉

叉
は
彊
渦
記
に
、
　
一
臨
檬
に
蒙
辮
隣
の
内
に
投
じ
入
れ
る
こ
と
に
在
る
の
で
は
な
い
。
フ
ッ
七
ル
が
、
自
［
ら
共
の
立
階
場
を
持
す
る
蕗
唱
で
は
な
い
に

　
　
註
9

し
て
も
、
後
の
象
…
徴
主
義
に
道
を
拓
く
も
の
と
し
て
、
象
…
徴
の
概
念
を
摯
げ
る
個
所
を
吟
．
味
す
る
な
ら
ば
、
総
じ
て
、
雷
語
の
表
現
作
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ハ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
ほ
エ

を
ば
、
表
現
す
る
こ
と
自
盤
か
ら
分
離
し
て
、
内
外
爾
作
用
の
並
存
に
堕
す
る
か
、
或
ひ
は
叉
、
内
的
潅
動
と
し
て
の
認
識
作
用
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
膿

無
媒
介
な
、
從
っ
て
、
輩
に
其
れ
と
並
存
す
る
範
疇
的
、
形
式
的
統
賦
性
と
し
て
の
表
現
を
考
へ
、
共
庭
か
ら
、
翼
儒
に
無
記
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫
稔

と
し
て
の
、
言
表
の
志
向
を
ば
象
徴
と
規
定
し
、
斯
く
し
て
、
表
現
の
特
殊
蘭
共
嗣
の
面
を
、
金
く
無
媒
介
に
、
象
徴
形
式
の
内
に
掘
っ

て
み
る
黙
を
（
思
ひ
返
へ
す
の
竜
、
鹸
…
駄
…
で
は
あ
る
ま
い
。

註
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一
⑤
♂
＜
．
く
．
酬
冨
彰
げ
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冠
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O
o
q
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簿
影
一
μ
益
8
も
e
畠
門
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p
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ゴ
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σ
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誰
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目
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口
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U
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㌧
r
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二
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巾
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畠
。
肘
い
。
σ
Q
翻
詠
搾
’

　
　
ω
o
財
凱
矯
。
博
N
⊆
円
ノ
ィ
冨
の
。
州
日
り
。
∩
げ
P
葎
犀
。
げ
○
鐸
♂
く
2
〔
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詳
験
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謄
ω
蕉
謬
σ
身
”
じ
づ
P
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議
p
●
か
｝
嘉
少
昭
…
）
田
川
知
の
加
川
く
で
あ
り
、
礁
門
し
て
フ
ッ
セ
ル
一
か
、
！
＜
O
ほ
を
説
献
味

　
　
作
用
に
即
し
て
聖
な
る
N
o
搾
プ
ゆ
降
と
考
へ
た
こ
と
（
例
へ
ば
「
論
理
併
究
」
錆
二
巷
一
、
三
置
注
滲
照
）
、
或
ひ
は
、
心
理
主
義
へ
の
峻
溺
か
ら
、

　
　
知
現
す
る
こ
と
溝
髄
と
典
の
表
現
と
を
分
離
し
た
こ
と
鯵
は
、
シ
ヨ
ル
ツ
の
香
ふ
如
く
、
驚
か
に
募
徴
主
義
に
遺
を
妬
く
竜
も
の
で
は
あ
る
が
（
例

　
　
へ
ば
「
論
理
研
党
」
戴
〃
鉢
巻
二
、
九
頁
滲
昭
…
）
フ
ッ
セ
ル
自
身
は
、
　
【
鴫
力
に
於
い
て
、
N
Φ
帥
6
プ
①
づ
を
退
け
た
寸
”
の
と
し
て
の
口
脇
味
獣
帆
現
に
濾
鋤
る
・
も
の

　
　
と
考
へ
ら
る
べ
く
、
典
の
慧
味
で
、
自
ら
象
徴
窯
義
を
操
る
と
は
考
へ
難
い
で
あ
ら
う
。

　
ラ

註
憩
　

綱
へ
ば
、
軸
心
に
暴
泌
り
た
フ
ッ
セ
ル
「
論
瀞
蝿
研
究
」
第
二
巻
二
、
九
W
鼓
、
或
ひ
け
M
、
萌
器
物
薯
第
「
ご
毬
一
、
三
二
鯉
貝
等
。

舳羅

P一

@
フ
ツ
セ
ル
「
形
式
蘇
鋼
雌
學
と
先
験
講
理
攣
」
二
〇
頁
。

　
（

　
　
　
続
念
に
於
け
る
言
藷
の
媒
介
（
発
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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暫
雛
研
究
　
駕
三
頁
十
一
號

融
1
2
「
論
理
研
究
し
第
二
巻
一
、
四
九
頁
か
ら
菰
○
頁
。

註
1
3
　
前
揚
書
、
四
四
頁
。

匹
六

　
壮
麗
ぜ
る
・
即
き
、
曇
商
凱
㎎
的
表
現
の
此
ハ
同
性
に
於
い
て
は
、
齋
脱
魂
が
、
管
幽
識
の
内
に
｛
疋
位
・
分
極
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
晶
《
れ
を
亥
へ
と

し
つ
つ
、
意
味
の
統
一
性
が
、
箪
㎜
な
嘗
葉
の
形
式
に
於
い
て
、
斌
立
す
る
の
で
あ
っ
差
。
即
ち
、
意
味
の
共
同
性
な
い
し
は
、
意
味
の

統
一
性
は
、
自
他
の
並
存
驕
係
が
、
其
庭
に
溶
解
す
る
と
同
時
に
、
斯
か
る
自
他
の
並
存
を
溶
解
せ
し
め
、
而
し
て
、
其
れ
を
包
撰
す
る

意
匠
～
の
共
同
㎞
性
は
又
、
必
ず
、
箪
｝
な
る
言
燕
柴
の
形
式
を
ば
、
極
限
蘭
媒
介
と
し
て
、
有
つ
。
換
言
す
れ
ば
、
意
映
㎝
の
領
域
は
、
一
其
れ
が

既
に
、
主
・
客
の
蓑
現
酌
領
域
、
即
ち
、
現
象
の
世
界
を
ば
、
猫
立
せ
る
統
一
性
と
し
て
形
罰
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
反
っ
て
、
審
物
と

入
間
そ
の
も
の
と
の
領
域
を
ば
、
虹
ハ
の
極
限
と
し
て
、
媒
介
し
繊
す
の
で
あ
る
。
意
味
の
共
間
性
に
封
し
て
、
其
の
極
限
的
媒
介
者
と
し

て
立
っ
て
嘗
葉
の
形
式
と
は
、
他
な
ら
ぬ
、
概
念
で
あ
り
、
而
し
て
、
斯
く
の
如
き
概
念
は
、
又
、
銑
に
、
表
現
作
用
の
媒
介
に
依
っ
て

洗
ひ
出
さ
れ
た
曹
器
性
の
領
域
を
、
形
成
す
る
も
の
と
巽
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
意
味
の
統
｝
性
が
、
封
象
と
雷
語
と
を
、
二
つ
の
極
限
と
し

て
有
つ
、
意
識
の
内
外
に
亙
る
、
二
重
的
媒
介
に
依
っ
て
、
反
っ
て
、
表
裏
反
忙
し
つ
つ
、
二
三
表
現
そ
の
も
の
が
、
…
封
象
と
し
て
客
観

化
さ
れ
る
三
態
に
擁
し
て
は
、
既
に
論
じ
て
來
た
。
韻
語
表
現
が
、
右
の
如
き
、
二
重
構
造
を
有
つ
こ
と
に
依
っ
て
、
反
っ
て
、
書
語
表

現
に
依
っ
て
威
立
す
る
意
咲
　
が
、
煮
ハ
の
統
一
性
を
賦
羅
ハ
さ
れ
る
ζ
と
と
も
、
認
る
の
で
あ
る
。

　
憧
れ
と
均
し
く
、
概
念
と
慕
物
と
を
、
　
二
つ
の
極
限
と
し
て
有
つ
意
味
の
二
重
構
造
的
…
媒
介
は
、
叉
、
審
物
を
概
念
に
反
骨
せ
し
め

る
こ
と
に
依
っ
て
、
擬
念
そ
の
も
の
が
、
實
は
事
物
を
現
は
す
竜
の
と
し
て
、
斯
く
の
如
き
、
二
重
購
造
に
依
っ
て
、
反
っ
て
、
曹
逓
的

領
域
の
統
一
性
を
、
形
成
す
る
ひ
意
昧
の
二
重
構
…
造
と
は
、
犀
論
せ
る
・
獺
く
、
需
語
二
心
の
二
つ
の
要
素
拠
る
、
習
葉
と
文
法
と
の
雨
形
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式
に
他
な
ら
ぬ
。
意
識
の
二
戸
構
造
が
、
表
象
と
直
槻
と
の
、
相
互
媒
介
に
依
っ
て
、
雷
門
を
媒
介
し
止
し
て
、
野
壷
に
、
現
象
の
世
界
、

意
味
の
各
界
を
形
戒
し
た
如
く
、
虚
辞
の
二
重
樵
…
造
は
、
書
算
と
文
法
と
の
、
相
互
媒
介
に
依
っ
て
、
概
念
を
ば
媒
介
し
出
し
て
、
其
虚

に
、
論
理
の
領
域
を
、
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
先
き
に
、
意
味
の
世
界
の
成
立
が
、
實
は
、
中
開
者
と
し
て
の
言
語
活
動

が
、
反
っ
て
、
自
己
を
打
ち
超
え
つ
つ
、
自
己
の
根
源
九
る
、
入
閏
自
身
と
事
物
そ
の
亀
の
と
の
領
域
を
、
現
威
せ
し
め
る
こ
と
に
在
る

鮎
を
指
摘
・
し
允
。
斯
く
の
如
き
事
態
こ
そ
、
根
源
分
割
の
意
味
す
る
虞
に
、
他
な
ら
な
か
つ
％
。
而
し
て
、
他
方
、
同
じ
意
味
の
世
界
の

成
立
が
、
そ
の
極
限
と
し
て
媒
介
し
癒
す
概
念
が
、
費
は
、
右
に
墨
げ
た
根
源
的
二
璽
構
造
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
共
虚
に
、
始
め

て
、
煎
認
遡
的
領
域
の
統
一
性
が
、
望
田
乃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
上
に
滅
べ
允
如
く
、
意
味
の
共
同
的
統
一
性
は
、
必
ず
、
概
念
の
媒
介
を
持
っ
て
、
可
能
と
せ
ら
れ
る
。
概
念
の
二
輪
作
用
と
呼
ば
れ

る
竜
の
は
、
斯
く
の
如
く
、
意
味
の
媒
介
に
依
っ
て
、
暦
象
の
多
様
が
、
概
念
の
下
に
、
統
一
さ
れ
る
纂
態
を
指
す
。
意
識
の
二
重
構
造

に
於
い
て
、
知
　
覚
的
表
象
の
多
様
が
、
表
現
の
鮒
か
ら
す
る
直
訴
の
媒
介
に
依
っ
て
、
表
象
の
定
位
・
分
極
と
濁
ふ
、
統
一
的
秩
序
を
與

へ
ら
れ
る
如
く
、
意
味
の
二
号
…
構
造
に
於
い
て
は
、
表
現
難
題
象
の
多
様
が
、
論
理
の
領
域
か
ら
す
る
概
念
の
媒
介
に
依
っ
て
、
現
象
の

統
一
的
世
界
を
形
成
す
る
。
斯
く
の
如
き
も
の
が
、
意
味
の
構
造
と
し
て
の
、
種
的
共
同
性
に
他
な
ら
す
、
砺
し
て
、
意
味
的
表
現
の
特

性
允
る
、
了
解
と
相
互
承
認
と
が
、
封
象
に
就
い
て
の
、
翠
な
る
同
一
…
性
的
指
示
、
乃
至
は
並
行
的
襟
示
で
は
な
く
て
、
費
に
、
㎝
封
象
の

媒
介
的
協
議
に
基
づ
く
、
共
同
…
性
に
あ
る
こ
と
も
、
以
上
の
論
蓮
に
よ
っ
て
、
明
か
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
鰻
論
ず
る
如
く
、
斯
く
の
如
き

意
味
の
共
同
性
に
於
い
て
は
、
表
』
蒙
が
、
既
に
意
識
の
内
に
庭
を
得
て
、
男
泣
・
分
極
し
、
而
し
て
、
斯
か
る
意
識
内
の
媒
介
に
依
っ
て

蔵
ハ
の
外
に
、
意
味
と
し
て
表
謝
せ
ら
れ
九
言
葉
は
、
又
、
表
裏
反
致
の
作
用
に
依
っ
て
、
客
応
急
饗
豪
と
し
て
定
立
さ
れ
る
。
而
し
て
、

　
　
　
　
漁
携
心
心
に
於
下
り
る
凸
磁
戴
照
の
漁
繰
介
（
珈
駕
）
　
等
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
n
七
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轡
墨
研
究
　
嬢
畿
百
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潤
八

右
の
如
き
、
…
媒
介
作
吊
に
依
る
表
裏
反
懸
は
、
瞬
時
に
、
意
味
の
共
樹
性
が
、
概
念
か
ら
の
媒
介
を
豫
想
す
る
こ
と
に
俵
っ
て
、
．
始
め
て

可
能
と
せ
ら
れ
る
。
置
ハ
れ
に
反
し
て
、
意
昧
的
共
同
の
…
媒
介
を
歓
く
人
間
の
並
存
…
早
藤
に
於
い
て
は
、
表
象
そ
の
亀
の
を
ば
、
外
部
に
標

示
す
る
纂
態
を
必
要
と
し
、
而
し
て
、
．
豊
ハ
慮
か
ら
、
雷
藷
を
異
に
す
る
入
墨
の
、
相
互
を
繋
ぐ
竜
の
と
し
て
齢
鐸
が
、
融
然
、
表
象
的
言

語
の
性
格
を
蜘
軍
ぴ
る
事
権
…
も
、
將
來
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
離
…
課
に
於
い
て
は
、
前
に
竜
蓮
べ
九
如
く
、
並
存
關
係
に
あ
る
人
位
が
、
北
ハ
に
同
一
の
…
封
象
を
、
指
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
、
斯
か
る
封
象
に
就
い
て
の
表
象
は
、
共
岡
的
表
現
に
依
っ
て
、
媒
介
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
從
っ
て
、
雷
語
か
ら
の
媒
介
に
依

る
、
意
味
的
協
…
有
…
關
係
は
成
立
せ
す
、
而
し
て
、
共
虚
に
表
出
せ
ら
れ
る
言
葉
は
、
常
に
、
…
封
象
を
ば
輩
に
指
示
す
る
に
止
ま
っ
て
、
概

念
に
磁
化
す
る
能
は
す
、
箪
な
る
言
葉
の
、
多
様
的
並
存
に
愚
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
斯
く
の
如
く
、
羅
繹
に
於
い
て
は
、
繋
象
を
概
念
に
勉

撮
せ
し
む
べ
き
、
意
味
の
春
岡
性
が
鋏
如
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
課
語
は
、
鉗
象
に
縛
じ
て
客
槻
化
せ
ら
れ
、
猫
立
の
意
味
の
世
界
を
、

形
成
す
る
こ
と
が
不
可
鰯
肥
で
あ
る
。
而
し
て
、
箪
に
、
原
典
の
膏
兄
菓
に
從
騰
し
て
、
宛
か
電
、
直
親
の
媒
介
な
き
幽
衣
象
が
、
定
位
な
き
多

様
に
止
ま
る
如
く
、
塒
四
壁
の
媒
介
な
き
、
多
様
性
の
表
象
的
言
語
の
域
を
、
脆
し
得
ぬ
で
あ
ら
う
。
鐸
語
が
、
原
雌
〔
の
単
一
な
る
概
念
に

就
い
て
も
、
多
様
に
表
現
し
得
る
理
由
は
、
他
な
ら
ぬ
、
其
れ
が
、
蓑
象
的
言
語
と
し
て
、
封
象
を
媒
介
し
協
有
す
る
ζ
と
能
は
す
、
軍

に
、
繋
象
を
指
示
す
る
に
止
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
課
語
は
、
概
念
允
り
得
ぬ
。
眞
の
普
懸
駒
領
域
を
形
成
す
ぺ
ぐ
、
共
の
要
素
と
し
て

の
、
概
念
を
定
立
す
る
た
め
に
は
、
反
っ
て
、
其
の
媒
介
的
基
底
騰
る
、
眞
の
言
語
表
現
の
、
共
岡
性
に
ひ
と
先
づ
立
戻
っ
て
、
共
庭
か

ら
出
　
磯
す
る
こ
と
が
、
至
當
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
註
山
U
　
淡
象
的
言
語
は
、
黒
ハ
つ
た
雷
語
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
の
、
醗
課
の
み
に
限
る
竜
の
で
は
無
い
。
例
へ
ば
、
＝
撮
語
内
に
於
け
る
、
古
語
と
覗
代
語



　
　
　
　
　
　
と
の
間
の
課
丈
も
亦
、
此
れ
に
濁
す
る
で
あ
ら
う
。
古
語
は
も
早
事
他
に
表
象
を
分
趣
せ
し
め
ざ
る
言
語
と
し
て
、
賃
は
、
鋤
象
化
さ
れ
た
書
葉
で

　
　
　
　
　
　
あ
る
。
資
料
、
女
面
等
の
加
一
画
畷
こ
九
甲
で
議
の
る
。
本
文
に
輪
㎜
じ
た
鎌
…
灘
の
…
楊
含
に
」
も
、
原
煎
へ
の
静
隠
曲
莱
は
、
魚
田
象
化
さ
劇
て
居
［
る
の
で
あ
り
、
典
れ
故
に

　
　
　
　
　
　
こ
そ
、
課
獣
囮
が
、
荻
象
の
位
一
瓢
を
占
め
る
の
f
㍉
あ
る
。
甜
詫
の
富
ザ
は
、
晶
爵
一
側
の
多
可
駈
・
に
し
て
、
深
3
坦
、
な
る
盤
路
田
が
鴇
物
戴
照
る
“
類
の
と
肉
も
云
へ
よ
う
。
興
丸
一

　
　
　
　
　
　
は
兎
も
角
も
、
斯
く
の
如
く
、
野
象
沸
せ
ら
れ
た
言
語
の
糖
騨
、
鯖
瀬
す
れ
ば
、
古
代
の
脇
憩
と
他
民
族
の
精
紳
と
は
、
懇
課
や
識
馨
の
如
き
、
解

　
　
　
　
　
罧
の
見
地
に
於
い
て
は
、
眞
に
此
慮
に
韓
化
し
嘉
日
し
溜
る
も
の
で
は
無
い
。
典
麗
で
は
、
た
か
だ
か
、
擬
古
難
、
主
義
、
或
ひ
は
融
　
民
地
的
交
靴
が

　
　
　
　
　
行
は
れ
る
に
過
響
ぬ
で
あ
ら
う
。
媒
介
の
見
地
は
、
本
丈
の
絡
り
に
少
し
く
醐
れ
た
如
く
、
反
っ
て
、
血
気
の
惹
起
す
る
典
同
性
の
混
胤
を
自
錐
し

　
　
　
　
　
　
て
、
血
漿
か
ら
、
眞
の
歴
兜
性
と
、
典
の
言
語
の
特
殊
性
に
立
戻
る
と
云
ふ
、
迂
隅
の
撹
を
探
る
の
で
あ
る
。
課
課
を
主
題
と
せ
ぬ
拙
論
に
於
い
て

　
　
　
　
　
表
象
的
普
口
服
順
の
惹
き
趨
す
、
…
糠
々
の
蹴
態
は
、
此
れ
を
除
外
∵
ず
る
の
を
雷
然
と
考
へ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
意
味
の
構
造
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
献
油
隙
の
統
…
性
と
、
概
心
心
の
包
癖
作
珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輩
∴
的
劉
臨
…
と
．
襖
含
的
剣
臨
に
就
い
て
．

　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
は
、
意
味
の
種
壷
北
ハ
同
性
が
、
麟
課
の
場
A
口
の
如
き
、
軍
な
る
嘗
葉
の
多
様
に
止
ま
る
の
で
は
な
く
て
、
意
味
の
統
一
…
性
に

　
　
よ
る
、
鋤
象
の
、
概
念
へ
の
苞
播
と
云
ふ
雛
…
雌
を
有
つ
こ
と
を
、
上
濾
に
於
い
て
指
摘
し
た
。
斯
く
の
如
き
、
概
念
の
包
櫨
…
作
用
は
、
醜

　
　
に
規
定
せ
る
如
く
、
第
一
に
は
、
知
畳
と
血
続
と
の
媒
介
に
依
る
、
意
識
の
二
軍
雛
…
蓬
と
、
斯
か
る
媒
介
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
允
る
、
表

　
　
象
の
定
位
・
分
極
と
を
、
基
底
に
有
つ
。
と
同
時
に
、
第
二
に
は
、
右
の
如
き
表
象
の
定
位
・
分
極
を
支
へ
と
す
る
雷
葉
と
、
文
法
形
式

　
　
と
の
梱
互
媒
介
に
依
っ
て
形
成
さ
れ
る
、
｛
思
味
の
二
重
構
…
造
を
ば
、
共
の
基
底
と
す
る
。
從
っ
て
、
轍
…
念
の
包
一
団
作
爾
一
は
、
幽
思
識
と
出
撤
映
叩

　
　
と
の
二
重
構
造
的
媒
介
に
依
っ
て
、
形
成
音
ら
れ
る
。
意
識
の
媒
介
面
に
於
け
る
表
象
が
、
表
現
的
激
語
を
媒
介
と
し
て
、
始
め
て
、
定

33工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘
槻
今
心
に
於
け
る
凸
爵
難
㎜
の
澱
外
介
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃
［
九
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@
　
　
　
　
哲
學
研
究
第
三
胃
＋
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
五
〇

1
　
　
位
す
る
如
く
、
表
現
の
媒
介
面
に
於
け
る
意
味
は
、
又
、
概
念
を
媒
介
と
し
て
、
始
め
で
、
意
味
の
統
｛
性
を
可
能
と
す
る
。
針
葉
の
媒

　
　
通
な
き
表
象
が
、
箪
な
る
、
知
馬
立
の
多
淫
に
止
ま
る
如
く
、
概
念
の
…
媒
介
な
き
重
心
映
㎝
は
又
ゐ
輩
な
る
、
言
號
順
の
多
鎌
糠
…
性
に
止
ま
る
の
で
あ

　
　
る
。
從
っ
て
、
概
念
は
、
既
に
表
現
の
域
を
ば
、
媒
介
的
に
打
ち
趨
え
た
も
の
と
し
て
、
虻
田
の
言
語
的
形
態
は
、
表
現
的
な
る
言
葉
で
は

　
　
な
く
て
、
賢
に
、
事
物
そ
の
も
の
を
現
は
す
畠
言
葉
の
形
式
に
、
他
な
ら
ぬ
。

　
　
　
上
述
の
如
き
、
意
味
の
共
同
性
を
媒
介
と
す
る
、
概
念
の
包
撫
作
用
が
、
醜
に
、
　
一
方
に
於
て
い
て
は
、
知
畳
と
直
観
と
を
、
又
他
方

　
　
に
於
い
て
は
、
出
衣
現
の
言
鑑
㎎
的
扉
槻
域
を
、
基
底
と
し
て
有
す
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
輔
鞘
、
異
っ
輪
形
に
於
い
て
で
は
あ
る
が
、
ロ
ッ
ツ

　
　
　
エ
も
指
摘
し
て
み
る
。
概
念
の
包
撫
作
用
は
、
ロ
ッ
ッ
エ
に
依
れ
ば
、
論
理
的
行
爲
ぢ
σ
q
謎
。
財
。
国
里
⇔
臼
芦
昌
σ
q
．
或
ひ
は
、
思
惟
の
行
爲

　
　
鑓
蟄
疑
9
ぼ
冨
σ
q
q
霧
d
o
口
犀
Φ
口
。
塵
で
あ
っ
て
、
九
と
ぴ
、
其
れ
が
一
様
に
、
多
様
の
綜
合
で
あ
る
と
は
云
へ
隅
軍
な
る
意
識
の
受
容
と
、
共

　
　
れ
の
秩
序
づ
け
と
に
關
す
る
、
覧
知
の
綜
合
象
。
の
隔
塞
げ
＄
溢
釦
①
ヒ
ト
娼
娼
同
Φ
げ
。
昌
こ
。
ざ
u
並
び
に
、
直
観
の
綜
合
象
Φ
の
団
暮
げ
Φ
訟
コ
。
自
Φ
媛

　
　
　
　
　
　
　
　
註
1

　
　
卜
β
。
慶
。
げ
ρ
β
賃
昌
σ
q
と
は
、
別
個
の
綜
合
作
用
に
他
な
ら
ぬ
。
獄
ッ
ツ
ェ
は
、
更
ら
に
、
覧
知
と
直
糊
…
と
の
他
に
、
第
三
の
綜
合
と
し
て
、

　
　
比
較
く
。
軋
。
鐸
毎
σ
q
に
依
る
、
構
域
部
分
の
要
約
諭
。
。
昏
を
墨
げ
て
、
此
れ
を
も
亦
、
概
念
の
包
癬
作
用
か
ら
護
別
す
る
。
「
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
2

　
　
に
依
っ
て
は
、
　
一
般
的
心
像
を
把
持
す
る
能
は
す
」
而
し
て
、
比
較
作
用
に
於
け
る
如
く
、
類
似
せ
る
構
成
部
分
か
ら
、
輩
に
、
異
っ
た
鋤

　
　
標
識
を
除
玄
瓦
棒
夢
。
げ
Φ
国
営
≦
o
σ
q
歩
器
β
β
σ
q
臼
露
く
Φ
宏
。
ぼ
。
鳥
φ
炉
○
拶
ン
H
o
秘
蹟
鷺
誌
。
す
る
に
止
ま
ら
す
、
斯
く
の
如
量
、
「
除
去
さ
れ
旋
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
3

　
　
所
…
に
、
　
一
階
鰍
的
標
識
が
、
補
ひ
入
れ
ら
れ
る
⑦
診
σ
q
⑦
o
慶
Φ
け
N
酔
婁
㊦
吋
自
Φ
β
　
こ
と
」
、
換
昌
鵠
口
す
れ
ば
、
「
除
去
せ
る
個
…
々
の
揮
…
識
の
、
　
一
般
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
4

　
　
依
る
置
き
換
へ
囲
屋
暮
N
」
こ
そ
、
第
四
の
綜
合
形
式
と
し
て
の
、
概
念
の
包
籏
作
用
に
他
な
ら
ぬ
。
而
し
て
、
此
の
置
き
換
へ
る
作
用

　
　
が
、
失
は
れ
る
備
物
合
に
は
、
論
理
的
、
　
｝
般
標
識
｝
Q
σ
㌣
冨
。
げ
σ
q
Φ
彰
Φ
営
。
。
留
μ
5
こ
慶
ン
幽
Φ
肩
犀
角
箔
も
亦
、
h
晃
失
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
作



エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌
5

用
に
依
っ
て
、
概
念
の
包
概
作
用
罵
る
、
抽
省
営
の
法
則
冨
o
o
2
0
一
篇
霧
b
｝
）
訟
貯
…
さ
㌶
o
ゆ
は
、
始
め
て
、
童
戯
影
戯
性
を
輿
へ
ら
れ
る
G

　
註
σ
⇒
　
譲
禽
ヨ
ρ
琶
μ
巨
。
〔
N
Φ
…
い
◎
σ
脅
茅
”
Q
α
嵩
8
ヨ
良
醇
℃
げ
出
8
0
唱
一
覧
ρ
野
叉
。
》
瓢
蜜
σ
脅
ρ
6
0
0
。
．
Q
∩
．
ω
◎
9
・
メ

　
註
②
・
③
・
翰
　
前
揚
F
書
、
隅
○
頁
、
匹
一
頁
．
。

　
註
・
働
　

此
の
項
は
、
　
ロ
ッ
ッ
エ
の
前
揚
書
、
　
回
∪
圃
σ
】
W
＝
山
彊
謬
σ
q
創
。
ω
し
づ
①
σ
脅
居
｝
験
　
の
出
曝
に
象
る
も
の
で
あ
る
一
か
隔
斯
く
の
加
凹
き
、
領
脚
心
心
の
形
成
カ
一
、
抽
象
作

　
　
　
溺
の
考
察
に
於
い
て
論
及
す
る
見
地
、
並
び
に
、
斯
か
る
抽
象
作
用
の
理
論
》
σ
ψ
◎
巴
（
焦
9
話
§
o
o
瓢
。
に
於
け
る
諸
相
に
嘉
し
て
は
、
フ
ッ
セ
ル

　
　
　
「
論
理
研
究
」
第
二
巻
｝
、
U
冨
芽
鴇
密
昏
簿
岱
醇
G
。
唱
O
鴇
。
・
§
泥
象
0
器
器
門
魯
≧
∪
ω
ぎ
客
9
蝕
プ
8
冨
P
の
章
、
特
に
、
三
怠
買
以
下

　
　
　
を
滲
照
の
こ
と
。

　
獄
ッ
ツ
エ
が
、
抽
象
作
用
に
依
る
概
念
の
形
成
を
、
と
目
σ
q
o
毒
。
営
＄
或
ぴ
は
、
σ
q
Φ
勇
。
霧
雪
拷
＄
と
云
ふ
用
語
に
依
っ
て
、
　
一
般
的
、

包
癬
作
用
と
規
定
し
九
如
く
、
フ
ッ
セ
ル
も
亦
、
意
味
の
理
念
的
統
一
を
ば
、
心
理
主
義
と
は
異
つ
九
見
地
に
於
け
る
、
抽
象
作
用
に
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫
1

る
も
の
と
考
へ
て
、
斯
く
の
如
き
、
抽
象
に
依
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
も
の
を
ば
、
種
と
し
て
の
意
味
b
δ
切
①
急
9
μ
貯
⇔
σ
q
鴇
訟
敬
眉
①
獣
。
紐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
2

或
ひ
は
、
曹
愚
概
念
b
昌
的
Φ
彰
①
貯
げ
。
0
2
二
臨
Φ
と
、
規
定
し
て
み
る
。
此
の
や
う
な
、
　
一
般
者
は
、
フ
ッ
セ
ル
に
於
い
て
は
、
虹
色
の
封
象

の
標
識
で
は
な
く
て
、
蛭
バ
れ
ら
を
墓
底
と
し
究
、
新
ら
距
な
る
把
握
の
方
法
Φ
貯
Φ
昌
Φ
q
Φ
b
痛
庸
髪
曽
臼
⑩
ω
頚
、
Φ
謎
。
に
依
る
、
内
面
で
あ

り
、
或
ぴ
は
理
念
と
H
釦
Φ
Φ
、
、
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
、
暦
象
と
し
て
の
家
の
此
の
赤
の
要
素
に
封
し
て
、
共
れ
は
赤
い
も
の
角
器
切
。
叶
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
3

或
ひ
は
、
赤
の
理
念
象
Φ
H
み
。
Φ
切
。
酔
と
呼
ば
れ
て
み
る
。
併
し
乍
ら
、
フ
ッ
セ
ル
に
於
い
て
は
、
前
に
も
指
摘
し
九
如
く
、
斯
く
の
如

く
し
て
、
規
定
さ
れ
た
内
容
毛
、
封
象
と
、
輩
な
る
内
外
の
並
存
關
係
を
維
持
す
る
に
止
ま
っ
て
、
媒
介
の
有
つ
、
二
重
の
否
定
の
構
造

と
は
、
隔
る
こ
と
、
謡
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
媒
介
の
有
つ
、
二
重
の
否
定
と
は
、
第
一
に
、
言
語
表
現
が
、
封
象
と
し
て
面
立
の
領

域
を
形
威
す
る
際
に
、
…
果
な
る
外
部
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
主
糊
…
に
並
存
す
る
、
軍
な
る
外
部
は
、
否
定
的
に
表
現
に
媒
介
さ
れ

　
　
　
　
　
撤
軸
命
心
に
於
哲
》
る
…
…
…
目
瓢
暇
の
澱
陥
介
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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@
　
　
　
　
蟹
攣
硬
究
篁
瓢
霧
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ニ

ー　
　
る
と
岡
時
に
≦
斯
か
る
否
定
は
叉
、
表
現
の
も
つ
主
親
性
を
も
否
定
し
て
、
共
麗
に
、
表
理
の
猫
蹴
駒
な
、
意
味
の
穐
界
を
成
立
せ
し
め

　
　
る
に
到
る
。
併
し
乍
転
、
右
の
’
鄭
き
、
第
　
の
否
定
に
依
っ
て
成
立
し
允
、
意
味
の
世
界
は
、
更
ら
に
、
概
念
の
媒
介
に
依
っ
て
、
表
現

　
　
の
領
域
を
ば
、
媒
介
的
に
否
定
し
て
、
眞
の
審
物
そ
の
も
の
へ
の
、
逆
を
拓
く
。
意
識
が
、
言
語
と
鋤
象
と
を
、
其
の
極
限
と
し
て
有
つ

　
　
二
重
構
造
で
あ
る
の
に
…
食
し
て
、
葱
味
が
、
事
物
と
概
念
と
を
、
共
の
極
限
と
し
て
有
つ
、
二
璽
…
灘
…
燈
で
あ
る
と
嚢
ふ
の
は
、
此
の
意
味

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
從
っ
て
、
媒
介
の
一
見
地
に
於
け
る
、
意
味
の
二
重
襯
…
造
ど
は
、
第
一
に
。
表
蒙
を
基
底
と
す
る
皆
口
跡
柴
を
ば
、
蹴
思
昧
の
庶
ハ
同
株
一
に
包
搬
…
す

　
　
る
出
面
で
あ
っ
て
、
言
葉
は
、
斯
か
る
包
樋
作
用
に
依
っ
て
、
輩
な
る
雷
葉
か
ら
、
燈
籠
的
な
観
念
と
し
て
、
定
立
さ
れ
る
。
衝
に
引
用

　
　
し
掩
リ
ッ
ト
の
…
二
葉
の
如
く
、
．
表
現
に
依
る
意
味
の
形
威
は
、
馬
競
化
し
九
槻
念
の
箆
①
o
目
領
域
を
威
嘉
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
併
し

　
　
乍
・
ら
、
翻
僻
覚
が
、
順
聡
な
る
噌
父
｛
谷
と
し
て
は
、
由
衣
笠
の
多
照
…
に
渦
…
ぎ
ぬ
如
く
、
一
観
念
も
亦
、
…
琳
に
曽
口
一
一
麟
縦
衣
現
の
側
か
ら
の
、
霜
ロ
雛
…
の
み
に

　
　
絡
っ
て
は
、
表
現
の
多
様
に
止
ま
ら
ざ
る
を
、
得
た
い
で
あ
ら
う
。
．
郷
畳
作
用
が
、
直
親
と
い
ふ
、
言
語
表
現
の
側
か
ら
の
媒
介
に
撃
つ

　
　
て
、
始
め
て
、
表
象
の
定
位
・
分
極
を
可
能
と
し
、
而
し
て
、
其
れ
を
支
へ
と
し
て
定
立
さ
れ
る
需
葉
が
、
封
象
の
等
親
性
に
縛
化
し
得

　
　
　
る
如
く
、
意
味
の
包
癬
作
用
は
、
筈
遜
の
領
域
か
ら
す
る
、
鋼
騒
の
媒
介
に
侯
っ
て
、
始
め
て
、
表
現
の
多
様
を
打
ち
超
え
て
、
観
念
の

　
　
定
位
に
到
達
す
る
。
而
し
て
、
表
現
の
多
様
か
ら
、
概
念
の
定
位
へ
の
溶
化
に
依
っ
て
、
斯
か
る
轄
化
を
媒
介
し
た
概
念
は
、
始
め
て
事

　
　
物
…
そ
の
も
の
の
領
域
に
、
反
立
す
る
の
で
あ
る
。
斯
「
く
の
如
き
、
概
念
の
鏑
か
ら
の
、
判
簸
作
用
と
云
ふ
媒
介
こ
そ
、
他
な
ら
ぬ
、
曽
m
畦
階

　
　
　
の
包
撫
と
云
ふ
、
第
一
の
側
面
に
…
封
し
て
、
意
昧
の
構
造
の
第
二
の
側
面
を
形
づ
く
る
も
の
と
、
云
へ
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
例
へ
ば
、
同
一
の
覇
象
に
就
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
多
様
な
る
知
畳
を
有
つ
こ
と
が
嵐
潜
る
。
或
ぴ
は
、
金
色
と
し
て
、
或
ひ
は
、
重

’
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さ
と
し
て
、
或
ひ
は
光
と
し
て
、
或
ぴ
は
冷
た
い
特
有
の
鯛
畳
と
し
て
、
多
様
に
知
畳
す
る
。
併
し
乍
ら
、
此
れ
等
の
個
々
の
知
　
覚
が
、

常
に
、
統
　
的
封
象
を
豫
想
す
る
如
く
、
斯
か
る
勤
象
を
表
現
す
る
毛
の
と
し
て
の
、
金
と
い
ふ
雷
葉
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
個
々
の
知
畳

を
統
一
せ
る
、
定
位
的
虚
衣
象
を
興
へ
、
此
の
表
象
は
又
、
柵
隅
々
の
知
附
覚
を
ば
、
其
の
基
底
と
し
て
有
つ
で
あ
ら
う
。
二
葉
の
表
現
は
、
柵
…

個
の
知
畳
を
ば
、
封
象
そ
の
も
の
に
結
び
付
け
て
、
統
…
性
に
於
け
る
知
畳
、
帥
ち
、
蓑
象
と
し
て
定
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
意
識
内
の

存
在
は
、
そ
の
極
限
に
、
封
象
と
言
葉
と
を
有
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
始
め
て
、
統
一
あ
る
存
在
九
り
得
る
の
で
あ
る
。
共
れ
と
均
し
く

わ
れ
わ
れ
は
、
同
一
野
象
に
就
い
て
、
多
様
の
表
現
を
有
つ
。
フ
ッ
セ
ル
の
例
に
倣
っ
て
言
へ
ば
、
イ
エ
ナ
の
勝
利
者
と
、
ウ
ワ
ー
テ
ル

ロ
ウ
の
敗
者
、
或
ひ
は
、
等
漫
三
角
形
と
、
等
角
三
角
形
の
如
く
で
あ
る
。

　
此
れ
ら
の
例
は
、
フ
ッ
セ
ル
に
依
れ
ば
、
「
表
現
さ
れ
尭
意
味
は
、
…
封
を
な
す
も
の
と
し
て
、
明
か
に
多
様
で
あ
る
が
、
し
か
も
、
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
4

者
は
同
一
の
…
封
象
を
指
す
」
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
併
し
乍
ら
、
イ
エ
ナ
の
勝
利
者
と
云
ふ
表
現
が
、
表
現
さ
れ
て
み
る
ボ
ナ
。
ハ
ル
｝
と
云

ふ
人
間
、
帥
ち
、
勤
象
と
し
て
誉
め
受
け
い
れ
ら
れ
る
時
に
の
み
、
共
の
現
は
す
、
貫
の
意
味
が
確
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
汰
れ
な
く
し
て
は

輩
に
、
飼
著
か
知
ら
ぬ
が
、
兎
に
角
く
、
イ
エ
ナ
に
於
い
て
職
古
し
押
入
聞
、
と
云
ふ
、
「
言
語
表
理
の
水
準
を
繊
で
ぬ
で
あ
ら
う
。
同
博

に
、
そ
れ
が
、
ウ
ワ
ー
テ
ル
ロ
ウ
の
敗
者
と
、
特
定
の
聯
關
が
あ
る
と
紫
ふ
こ
と
も
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
と
紫
ふ
勤
象
を
除
去
し
て
は
、
不
分

明
に
絡
り
、
二
つ
の
表
現
は
、
各
々
孤
立
し
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
此
の
事
は
、
撃
つ
の
表
現
を
已
ん
で
、
七
か
も
、
ボ
ナ
パ
ル

ト
を
知
ら
ぬ
人
に
於
い
て
は
、
常
然
生
す
る
寮
態
で
あ
っ
て
、
斯
く
の
如
き
、
表
現
の
多
様
は
、
必
ず
、
封
蒙
と
の
聯
關
を
倹
っ
て
、
始

め
て
、
貫
の
意
味
を
確
立
す
る
。
即
ち
、
言
語
表
現
が
、
表
裏
反
縛
し
て
、
客
槻
的
な
意
味
を
成
立
せ
し
め
た
の
で
あ
り
、
而
し
て
、
新

か
る
意
味
の
猫
立
な
る
領
域
は
、
…
拙
妻
そ
の
馬
の
と
も
、
話
語
表
現
そ
の
も
の
と
も
、
別
掴
の
次
元
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
と
岡
時
に
、

　
　
　
　
概
存
ゆ
に
於
け
る
憎
慣
戴
眼
の
鰍
猟
介
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
一
二
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斯
く
の
如
き
、
槻
念
の
領
域
は
、
又
、
封
象
と
言
語
衰
親
と
の
、
露
華
蒲
か
ら
の
媒
介
な
く
し
て
は
、
決
し
て
成
立
し
得
ぬ
で
あ
ら
ゾ
っ
。

從
っ
て
、
様
六
な
表
現
は
、
甥
象
と
の
關
聯
に
依
っ
て
、
阿
一
の
意
味
に
統
＝
¢
れ
る
の
で
あ
り
、
而
し
て
、
逆
に
雷
へ
ば
、
多
檬
の
表

現
は
、
意
味
の
同
一
性
に
媒
・
弁
さ
れ
る
時
に
は
、
必
ず
、
胴
事
象
と
の
閣
…
聯
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
三
っ
て
、
表
現
と
意
味
と
を
、
混
交
す
る
ブ
ッ
サ
ル
に
於
い
て
は
、
「
多
様
の
表
現
が
、
同
一
の
意
味
を
有
ち
乍
ら
、
異
っ
た
封
象
を

　
詫
5

有
つ
」
ζ
と
が
、
｛
谷
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
姫
妹
・
分
の
一
晃
地
に
於
い
て
は
、
立
思
映
伊
の
統
一
性
に
媒
介
さ
れ
允
、
事
々
の
壼
衣
獺
脚
は
、
必
ず
、

．
同
　
の
封
象
を
有
つ
と
、
規
定
さ
れ
る
。
師
ち
、
意
味
の
統
一
性
に
媒
介
さ
れ
て
、
表
現
の
多
様
が
、
幅
寄
と
し
て
定
位
す
る
の
で
あ

る
。
前
の
例
に
從
っ
て
云
へ
ば
、
イ
エ
ナ
の
勝
着
雪
と
、
ウ
ワ
ー
テ
ル
獄
ウ
の
敗
者
と
は
、
軍
に
、
定
心
表
現
と
し
て
の
み
、
受
け
と
ら

れ
る
な
ら
ば
、
黄
ハ
の
指
示
す
る
…
封
象
は
、
　
一
方
に
は
、
，
弓
エ
ナ
に
於
い
て
勝
利
し
た
或
る
入
間
、
他
方
に
は
、
ウ
ワ
ー
テ
ル
獄
ウ
に
於
い

て
敗
れ
た
或
る
入
…
閥
、
と
、
各
々
孤
立
し
て
、
封
象
の
多
様
に
堕
す
る
で
あ
ら
う
。
換
嘉
す
れ
ば
、
意
味
の
統
一
作
用
の
媒
介
な
き
、
軍

な
る
、
旧
衣
現
の
多
様
は
、
必
ず
、
叉
、
…
封
象
の
多
織
櫛
に
附
秘
す
る
の
で
あ
る
。
．
而
し
て
、
由
衣
四
一
の
多
様
は
、
此
の
場
ム
ロ
の
例
を
M
以
っ
て
一
筑
へ

ば
、
意
映
　
の
統
一
に
依
っ
て
、
ボ
ナ
。
ハ
ル
ト
と
云
ふ
、
同
｛
の
…
封
象
を
有
つ
と
岡
暗
に
、
叉
、
斯
か
る
…
封
象
に
媒
介
さ
れ
て
、
和
衣
現
の
多

檬
か
ら
、
必
然
的
に
、
意
味
の
同
｛
性
に
隙
貫
化
す
る
。
從
っ
て
、
　
フ
ッ
セ
ル
の
主
張
す
る
如
く
、
「
多
忙
の
ゐ
表
現
が
、
異
つ
允
意
味
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌
6

ち
乍
ら
同
一
の
封
象
を
有
つ
」
と
云
ふ
こ
と
も
、
不
可
能
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
上
蓮
の
如
く
、
意
味
の
共
同
的
統
二
は
、
フ
ッ
セ
ル
の
詮
く
如
く
、
封
象
と
の
並
存
と
し
て
、
其
れ
と
無
媒
介
に
威
立
す
る
の
で
は
な

く
て
、
斯
か
る
統
一
の
下
に
、
包
撰
さ
れ
る
個
汝
の
表
現
は
、
實
は
、
包
構
作
用
の
媒
介
に
依
っ
て
、
そ
の
雷
語
的
形
態
か
ら
、
意
味
的

親
念
に
醜
花
す
る
の
で
あ
る
。
二
っ
て
、
鯛
汝
の
蓑
現
は
、
意
味
の
統
　
の
下
に
、
輩
に
、
並
存
す
る
の
で
は
な
く
て
、
其
れ
に
媒
介
さ
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れ
、
否
定
さ
れ
つ
つ
、
新
ら
拠
な
る
噸
脚
念
の
領
…
域
を
、
形
識
灰
す
る
の
で
あ
る
。
斯
円
く
の
加
∵
き
事
態
は
、
　
獄
ッ
ツ
エ
が
、
概
念
の
侮
一
統
…
的
｛
侠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
7

用
法
を
考
察
ぜ
る
際
に
、
示
唆
せ
る
如
く
、
概
念
の
内
容
が
、
　
一
方
に
於
い
て
は
、
a
、
b
、
c
、
d
、
等
の
、
華
々
の
表
現
を
包
撰
す

る
に
止
ま
ら
す
、
同
時
に
、
概
念
が
、
他
の
、
概
念
5
と
、
麗
騎
さ
る
べ
き
聯
關
が
、
實
は
、
綱
々
の
表
現
の
、
包
撰
作
用
の
内
に
も
含

ま
れ
て
み
る
勲
に
、
現
は
れ
て
る
る
と
、
鷲
へ
る
で
あ
ら
う
。

　
例
へ
ば
、
　
A
フ
、
　
わ
れ
わ
れ
は
、
　
樹
木
と
云
ふ
概
念
を
例
に
墨
げ
よ
う
。
　
云
ふ
迄
“
も
、
・
な
く
、
濃
口
木
と
云
ふ
概
念
は
、
例
へ
ば
、
M
松
、
柏

楡
、
杉
、
楢
、
等
を
包
辮
．
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
其
れ
と
同
時
に
、
樹
木
と
蓉
ふ
概
念
は
、
例
へ
ば
、
菊
、
桔
梗
、
萩
、
等
や
、
茸
、
竹
、

苔
、
等
を
ば
、
他
の
概
念
に
零
す
る
も
の
と
し
て
、
矩
幽
す
る
作
用
を
有
す
る
。
從
っ
て
、
右
に
墨
げ
た
欄
々
の
封
象
は
、
必
ず
、
樹
木

と
紫
ふ
概
念
に
、
苞
癬
さ
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
姫
め
て
、
饗
象
と
し
て
定
立
さ
れ
る
。
斯
く
の
如
き
、
包
癬
作
用
を
失
ふ
竜
の
は
、
封

象
と
し
て
定
立
さ
れ
す
、
軍
な
る
言
葉
と
し
て
、
無
意
味
で
あ
る
。
即
ち
、
意
企
を
有
す
る
言
葉
と
は
、
槻
念
の
糎
界
に
、
鋤
象
と
化
ぜ

ら
れ
た
表
競
で
あ
る
。
上
髭
の
如
く
、
意
味
に
よ
っ
て
包
撮
さ
れ
九
、
高
々
の
…
封
象
は
、
互
ぴ
に
並
存
す
る
の
で
は
な
く
て
、
a
と
b
、

b
と
。
、
c
と
d
の
問
に
、
概
念
ζ
と
、
概
念
Σ
と
の
相
五
聯
瀾
を
も
、
含
む
の
で
あ
る
。
a
、
b
、
c
、
d
、
は
、
右
の
如
く
、
自
己

の
属
す
る
概
念
と
、
同
時
に
、
其
れ
と
他
の
概
念
と
の
、
二
重
の
、
肯
定
、
否
定
繭
側
画
の
、
規
定
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
a

が
否
定
さ
あ
．
る
…
場
A
口
に
は
、
b
、
c
、
d
、
以
下
、
虹
ハ
の
概
念
の
包
撮
す
る
凡
て
が
、
否
定
さ
れ
得
る
可
能
性
が
、
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、

概
念
ζ
と
、
共
の
包
雛
｝
す
る
a
、
b
、
c
、
d
、
と
は
、
互
ぴ
に
、
食
卓
ウ
、
畑
…
侯
っ
て
、
緊
張
せ
る
統
一
を
形
成
す
る
と
、
考
へ
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。

　
從
っ
て
、
…
封
象
に
就
い
て
の
、
軍
な
る
書
語
的
表
現
は
、
共
の
水
準
に
止
ま
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
、
…
封
象
に
「
就
い
て
の
」
表
現
で

　
　
　
　
概
念
に
於
け
る
嘗
語
の
蝶
介
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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あ
る
と
は
云
へ
、
反
っ
て
、
封
象
關
係
の
多
様
の
中
に
、
規
定
性
を
失
っ
て
了
ふ
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
、
松
の
木
と
い
ふ

勤
象
に
就
い
て
、
競
肌
を
、
樹
木
と
し
て
、
緑
と
し
て
、
或
ひ
は
、
植
物
と
し
て
、
針
葉
樹
と
し
て
、
松
と
し
て
、
多
様
に
表
現
す
る
な

ら
ば
、
斯
く
の
加
州
ざ
、
諸
蒲
憾
の
壼
衣
現
は
、
例
へ
ば
、
絵
と
い
ふ
表
現
か
ら
は
、
春
の
草
で
あ
る
と
か
、
一
儀
物
と
い
ふ
旧
衣
現
か
ら
は
、
芸
口
と

か
、
花
と
か
、
巣
費
と
か
、
或
ひ
は
、
共
の
他
の
表
現
か
ら
電
、
多
様
の
…
封
象
が
豫
想
さ
れ
る
べ
く
、
松
と
云
ふ
封
象
も
亦
、
そ
れ
ら
の

多
様
に
並
列
し
て
、
其
れ
ら
の
言
語
表
現
が
、
意
味
作
用
の
統
一
な
き
、
孤
立
せ
る
個
汝
と
し
て
、
軍
に
多
様
σ
…
封
建
に
、
多
様
の
表
現

が
並
存
す
る
と
云
ふ
、
事
態
に
止
ま
る
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、
右
の
如
き
、
多
様
の
表
現
を
ば
、
樹
木
と
云
ふ
概
念
に
依
っ
て
、
包
擁
…

す
る
な
ら
ば
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
は
拒
否
せ
ら
れ
て
、
松
と
い
ふ
…
封
象
が
、
斯
か
る
概
念
の
下
に
定
位
せ
し
め
ら
れ
、
而
し
て
、
そ

れ
と
同
時
に
、
杉
、
楡
、
紬
、
等
の
事
象
が
、
松
と
共
に
統
一
的
に
、
包
撫
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
上
畳
の
如
く
、
多
様
な
る
封
象
は
、
包
雛
作
用
に
依
っ
て
否
定
せ
ら
れ
、
し
か
も
、
斯
か
る
否
定
を
媒
介
と
し
て
、
樹
木
と
云
ふ
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
8

が
定
立
せ
ら
れ
、
而
し
て
、
概
念
の
定
立
は
叉
、
否
定
せ
る
封
象
の
多
様
の
託
ち
か
ら
、
松
と
い
ふ
個
別
的
墾
象
を
、
定
立
ぜ
し
め
る
。

用
語
の
正
確
を
期
し
て
、
規
定
す
れ
ば
、
最
初
の
多
標
は
、
…
封
象
で
は
な
く
て
、
軍
な
る
言
語
表
現
に
他
な
ら
す
、
而
し
て
、
概
念
の
勉

癬
に
依
っ
て
、
否
定
的
に
媒
介
さ
れ
九
個
別
こ
そ
、
翼
に
、
錦
帯
と
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
、
斯
く
し
て
定
立
さ
れ
血
欄

別
者
、
即
ち
、
…
心
象
は
、
多
燥
様
な
る
帽
封
象
と
、
w
て
れ
を
否
｛
疋
す
る
中
直
瓜
芯
と
の
、
爾
転
義
凹
か
ら
す
る
、
二
囎
備
の
帥
櫨
…
靴
旭
を
有
つ
と
、
考
へ
ら
れ

る
。
其
れ
と
岡
噂
に
、
概
念
が
、
松
と
云
ふ
個
別
砦
を
定
立
す
る
に
堂
っ
て
、
拒
否
し
、
否
定
し
た
他
の
表
現
、
例
へ
ば
、
線
は
、
他
の

概
念
、
例
へ
ば
色
彩
の
下
に
包
撰
せ
ら
れ
て
、
諏
ハ
庭
に
叉
、
新
ら
た
な
る
定
位
を
得
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
の
如
く
、
偶
別
者

の
二
布
構
造
は
、
　
…
方
に
於
い
て
は
、
概
念
と
…
封
象
と
の
、
他
方
に
於
い
て
は
、
裏
糊
の
概
念
と
他
の
概
念
と
の
、
相
互
媒
介
酌
二
軍
構
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造
と
、
規
定
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
理
解
を
易
か
ら
し
め
る
下
め
に
、
醤
象
の
側
面
か
ら
す
る
、
表
現
の
多
様
の
例

を
畢
げ
允
。
併
し
乍
ら
、
輩
に
、
概
念
の
鮒
面
の
み
か
ら
す
る
場
合
に
亀
、
例
へ
ば
、
樹
木
と
云
ふ
概
念
を
例
と
し
て
云
へ
ば
、
松
と
か

木
工
の
材
料
と
か
、
可
燃
性
と
か
、
多
檬
の
表
現
の
域
に
止
ま
っ
て
、
斯
か
る
概
念
も
亦
、
そ
の
多
様
性
の
う
ち
に
賞
し
て
、
均
し
な
み

に
、
翠
な
る
言
語
表
現
の
並
存
と
化
す
る
で
あ
ら
う
。
上
議
の
如
く
、
言
語
表
現
の
食
素
は
、
概
念
の
媒
介
を
欠
く
場
合
に
も
、
叉
、
封

象
の
媒
介
を
欠
く
場
含
に
も
、
同
様
に
、
惹
き
起
こ
さ
れ
る
。
而
し
て
、
斯
く
の
如
き
、
蓑
現
の
多
様
の
水
準
を
脆
し
て
、
意
味
の
統
一

性
を
現
成
ぜ
し
め
る
も
の
は
、
云
ふ
意
馬
な
く
、
概
念
と
勤
象
と
の
、
爾
側
面
か
ら
す
る
、
二
重
の
媒
介
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
註
9

　
上
下
の
如
き
、
媒
介
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
例
へ
ば
ブ
ッ
セ
ル
の
墨
げ
九
例
、
「
ビ
ュ
セ
プ
ア
ラ
ス
は
馬
で
あ
る
。
」
と
、
「
此
の
牽
馬
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
0

馬
で
あ
る
。
」
と
愛
ふ
、
二
つ
の
勃
断
は
、
決
し
て
【
、
二
つ
の
表
現
が
岡
【
の
意
味
を
有
ち
、
而
し
て
、
異
つ
九
封
象
を
指
す
。
し
と
嚢
ふ
こ

と
で
は
無
い
。
ビ
ュ
セ
フ
ァ
ラ
ス
、
及
び
、
此
の
牽
馬
出
は
、
未
だ
輩
な
る
表
現
と
し
て
、
封
象
と
の
並
存
閥
係
を
有
す
る
に
懸
ぎ
ぬ
。

從
っ
て
、
爾
藷
は
、
互
ひ
に
孤
立
し
て
、
表
現
の
多
様
の
水
準
に
止
ま
る
。
併
し
乍
ら
、
斯
く
の
如
き
、
表
現
の
多
様
は
、
馬
と
云
ふ
概

念
に
包
癬
ぜ
ら
れ
て
、
各
、
の
孤
立
性
を
否
定
し
、
而
し
て
、
意
味
の
統
一
性
に
依
っ
て
、
改
め
て
、
個
別
者
と
し
て
の
位
置
を
輿
へ
ら

れ
、
馬
と
去
ふ
封
泥
露
出
に
於
い
て
、
統
一
せ
ら
れ
る
。
從
っ
て
、
二
つ
の
表
現
は
、
意
味
の
同
一
性
に
依
っ
て
、
異
つ
旋
く
。
謎
。
ぽ
孚

韓
語
Φ
竹
園
身
魂
を
、
有
す
る
の
で
は
な
く
て
、
異
っ
た
、
孤
立
的
表
現
が
、
意
味
の
岡
一
性
に
媒
介
さ
れ
て
、
同
一
の
野
象
關
係
を
有

し
、
其
の
下
に
、
規
定
さ
れ
た
位
置
を
得
る
と
、
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
制
断
作
用
に
依
っ
て
、
意
味
の
統
一
性
、
即
ち
、
概
念
へ
の
勉

撮
作
用
が
、
嚢
現
の
通
な
る
多
様
を
ば
、
客
面
的
槻
念
に
締
め
、
共
庭
に
、
同
｝
の
蜀
象
蘭
係
に
秩
序
づ
け
る
働
き
が
、
形
成
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
斯
か
る
働
き
を
ば
、
意
味
賦
翼
コ
な
営
門
σ
⊇
o
げ
。
賢
ざ
の
作
用
と
考
へ
る
の
は
、
　
一
撃
、
常
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
但
し

　
　
　
　
　
撫
脳
今
嘔
に
於
け
る
骨
隅
瓢
閣
の
媒
介
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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フ
ッ
セ
ル
の
如
く
、
作
用
を
ば
、
否
定
と
媒
介
と
帯
化
と
に
依
っ
て
規
定
せ
す
、
多
様
な
る
暦
の
並
存
、
或
ぴ
は
並
行
と
し
て
把
へ
る
見
．

地
に
於
い
て
は
、
斯
か
る
意
味
賦
輿
作
用
竜
亦
、
無
媒
介
に
提
繊
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
、
左
粗
し
難
い
庭
で
あ
る
。

　
以
上
に
於
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
繊
念
の
勉
撰
作
用
一
、
ぬ
思
映
伊
の
二
重
構
造
に
依
る
、
…
媒
介
夢
精
就
一
作
用
、
一
封
象
、
或
ぴ
は
彌
肋
念
の
定
位

に
就
い
て
、
考
察
し
來
つ
旋
。
フ
ッ
セ
ル
に
籍
り
九
、
二
つ
の
判
噺
の
例
が
示
す
如
く
、
　
…
般
に
、
概
念
の
包
概
に
依
る
、
意
味
の
統
一

作
用
は
、
判
噺
の
領
域
に
嘉
す
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ツ
エ
や
、
フ
ッ
セ
ル
の
如
く
、
意
識
と
表
現
と
の
、
精
鋼
に
於
け
る
内
外
の
構
造

を
ば
、
媒
介
的
に
、
確
立
せ
ぬ
場
合
に
は
、
概
念
化
に
縢
…
す
る
個
別
者
、
a
、
め
、
c
、
d
、
等
は
、
或
ひ
は
表
象
と
考
へ
ら
れ
、
或
ぴ

は
春
画
の
標
識
と
考
へ
ら
れ
、
或
ひ
は
蓑
現
と
考
へ
ら
れ
て
、
言
語
蓑
現
と
判
断
と
の
爾
つ
の
領
域
は
、
常
に
、
混
同
せ
し
め
ら
れ
て
る

詫
1
1

る
。
概
念
の
定
位
に
よ
っ
て
、
否
定
的
に
、
二
重
構
造
と
し
て
定
立
せ
し
め
ら
れ
九
個
別
者
は
、
既
に
言
語
表
現
と
し
て
、
意
識
内
部
の

媒
介
を
閲
し
た
る
も
の
を
、
更
ら
に
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
始
め
て
、
軍
な
る
表
現
か
ら
、
生
魚
的
封
象
に
縛
化
し
得
る
の
で
あ
る
。

…
從
っ
て
、
斯
く
の
如
き
作
用
は
、
概
念
が
樹
象
を
秩
序
づ
け
る
働
き
と
し
て
、
雷
語
表
現
の
次
元
を
ば
、
…
媒
介
的
に
、
打
ち
超
え
る
も
の

と
規
定
し
得
る
で
あ
ら
う
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
明
か
な
如
く
、
意
味
の
統
｝
性
を
媒
介
と
す
る
、
概
念
の
包
辮
作
用
は
、
判
断
の
領
域

に
面
す
る
込
の
で
あ
り
、
而
し
て
、
共
の
」
般
的
形
態
は
、
表
現
の
概
念
へ
の
勉
撮
と
、
其
れ
を
…
媒
介
と
す
る
、
表
現
の
、
観
念
、
或
ひ

は
…
封
象
へ
の
棘
W
化
と
、
規
定
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
Q

　
斯
…
く
の
如
き
判
断
作
用
こ
そ
、
他
な
ら
ぬ
、
カ
ノ
ト
の
分
析
的
刹
断
毬
闘
私
同
町
の
。
げ
Φ
の
d
ド
．
け
げ
。
ロ
の
、
意
映
　
す
る
竜
の
で
あ
ら
う
。
主

語
毒
襲
現
が
読
に
遮
慰
霊
せ
ら
る
べ
き
・
黒
各
む
の
が
・
斯
か
る
翻
の
奮
・
一
書
籍
と
言
る
べ
雛
此

の
包
撮
の
成
立
と
挺
否
と
が
、
肯
定
と
否
定
と
の
、
二
つ
の
鋼
翻
形
式
に
依
っ
て
、
提
示
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
圭
語
と
し
て
の
表
現
は
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謎
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謂
ば
、
「
概
念
の
う
ち
に
（
び
そ
か
に
）
ふ
く
ま
れ
て
る
る
も
の
」
と
、
云
は
る
べ
く
、
從
っ
て
、
嘱
断
作
用
は
、
輩
に
、
概
念
の
内
部
に

於
い
て
の
み
、
分
析
的
。
に
行
は
れ
る
と
、
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
署
し
て
、
斯
か
る
分
析
的
判
断
…
は
、
　
一
方
に
於
い
て
は
、
妾
現
を
蓬
語

に
塁
塞
す
る
側
面
と
、
岡
時
に
、
叉
他
方
、
、
包
醸
せ
る
概
念
か
ら
、
個
別
者
と
し
て
の
親
身
を
、
輝
き
出
す
側
面
を
も
有
す
る
こ
と
、
上

に
屡
読
せ
る
如
く
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
、
二
つ
の
側
藤
は
、
既
に
、
概
念
自
身
の
内
に
含
ま
れ
る
作
罵
と
し
て
、
分
析
酌
と
呼
ば
れ
る

の
で
あ
る
。
前
者
の
鰯
面
の
み
に
経
る
も
の
は
、
普
通
、
軍
一
な
る
制
漸
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
、
前
に
畢
げ
た
「
ビ
ュ
セ
フ
ァ
ラ
ス
は
馬

で
あ
る
」
の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
包
雛
作
用
が
、
翫
に
、
可
能
と
し
て
、
後
の
工
面
を
包
含
す
る
こ
と
も
、
前
に
指
摘
せ
る
如

く
で
あ
る
。
判
麟
が
、
軍
一
な
形
態
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
複
含
的
に
現
は
れ
ゐ
場
合
に
ば
、
　
一
概
念
に
懸
離
さ
れ
た
る
個
掬
者
を
ぱ
、

後
の
…
側
面
に
よ
っ
て
抽
き
饗
し
、
而
し
て
、
誉
れ
を
、
他
の
概
念
の
下
に
、
異
な
れ
る
意
味
の
統
一
性
を
、
媒
介
と
し
つ
つ
、
包
撫
す
る

の
が
、
　
一
般
の
形
式
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
、
判
断
の
複
合
形
態
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
三
段
論
法
を
畢
げ
る
こ
と
が
、
爵
來
る
で
あ

ら
う
〇

　
三
段
論
法
は
、
周
知
の
如
く
、
論
理
學
の
傳
統
的
分
類
に
從
へ
ば
、
判
断
を
超
え
て
、
推
理
の
部
門
に
置
か
れ
る
の
が
、
常
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
正
確
に
規
定
す
れ
ば
、
共
れ
は
複
A
口
的
制
噺
に
過
ぎ
ぬ
も
の
と
、
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
前
に
規
定
せ
る
如
く
、
概
念
に

包
撮
さ
れ
る
個
別
者
は
、
概
念
ζ
に
包
癒
せ
ら
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
同
時
に
、
概
念
浬
を
豫
織
し
、
製
し
て
、
其
れ
に
包
撰
せ
ら
る
べ

き
個
別
者
と
、
相
互
に
媒
介
し
合
ふ
も
の
で
あ
っ
た
。
師
ち
、
概
念
く
に
厨
す
る
a
、
b
、
b
、
c
、
d
、
等
は
、
斯
か
る
個
別
者
と
し

て
、
定
立
さ
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
反
っ
て
、
概
念
」
を
豫
想
し
、
罵
れ
に
属
す
る
α
、
β
、
γ
、
δ
、
等
を
ば
、
否
定
駒
に
媒
介
す

る
。
乱
、
b
、
の
問
を
結
ぶ
…
証
徴
は
、
常
に
、
概
念
ζ
の
他
に
、
　
概
念
』
と
の
否
定
…
闘
係
を
豫
題
す
葛
こ
と
、
　
醜
述
の
如
く
で
あ
る
。

　
。
　
　
　
概
念
に
於
け
る
書
語
の
媒
介
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菰
九

t．
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O

a
、
b
、
等
が
、
二
璽
の
構
逡
を
有
す
る
と
は
、
此
の
意
昧
で
あ
る
。
從
っ
て
、
概
念
く
に
屡
す
る
個
別
者
は
、
其
虞
に
於
け
る
、
意
味

の
統
一
性
を
除
去
す
る
な
ら
ば
、
新
ら
た
に
、
表
現
の
域
に
韓
じ
て
、
他
の
意
味
的
統
｝
作
用
の
媒
介
を
倹
っ
て
、
他
の
概
念
に
、
改
め

て
魁
撰
し
薗
さ
れ
う
る
、
可
能
を
有
っ
。

　
例
へ
ば
、
樹
木
と
云
ふ
概
念
は
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
松
、
杉
、
粕
、
共
の
他
を
包
漏
す
る
と
同
蒔
に
、
菊
、
二
極
、
竹
、
等
を
拒

否
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
れ
ら
の
個
別
者
を
、
概
念
・
樹
木
の
色
癬
か
ら
離
っ
て
、
意
味
の
統
一
性
を
除
去
す
る
な
ら
ば
、
右
の
如
き
、

包
撮
の
肯
定
と
、
麺
否
の
否
定
作
用
と
は
、
濡
滅
せ
ざ
る
を
得
ぬ
で
あ
ら
う
。
・
と
同
時
に
、
此
れ
ら
の
個
別
者
を
ば
、
改
め
て
、
概
念
・

植
物
の
下
に
包
癬
す
る
な
ら
ば
、
概
念
・
樹
木
の
場
合
の
、
個
別
藩
の
秩
序
づ
け
、
郎
ち
、
意
味
の
統
一
作
用
は
攣
化
し
て
、
松
、
粕
、

杉
、
菊
、
結
極
、
竹
、
等
が
、
凡
て
、
穂
柵
…
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
複
合
的
判
臨
の
一
般
的
形
式
は
、
上
の
如
く
、
特
定
の
概
念
く
に
旙
す

る
個
別
蒋
を
、
他
の
概
念
▽
漕
、
或
ひ
は
、
Q
等
に
、
鶴
罰
し
直
す
熱
帯
き
に
、
他
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
、
蘭
ハ
麗
に
於
い
て
は
、
表
蜆
の
、
蓮

語
へ
の
包
擁
と
去
ふ
、
軍
［
的
判
噺
が
、
繰
り
返
へ
し
て
行
は
れ
、
共
れ
に
依
っ
て
、
最
後
に
、
特
定
の
概
念
へ
、
特
定
の
個
…
別
者
を
包

搬
す
る
ζ
と
と
、
威
る
で
あ
ら
う
。

　
例
へ
ば
、
三
段
論
法
の
一
般
的
例
題
と
し
て
、
凡
て
の
人
熱
は
死
す
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
人
間
で
あ
る
。
故
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
死
す
。

と
云
ふ
場
舎
、
大
前
提
に
於
い
て
は
、
入
聞
と
云
ふ
表
現
を
ば
、
死
と
い
ふ
述
語
に
包
遅
し
、
而
し
て
、
概
念
・
死
に
、
個
別
者
・
入
開

　
　
　
　
　
註
猛

を
包
撰
せ
し
め
る
。
熱
い
て
、
小
前
提
に
於
い
て
、
概
念
・
入
聞
に
、
個
別
蔚
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
沼
館
し
、
斯
く
し
て
、
分
析
蘭
に
、
概

念
・
死
に
、
面
様
者
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
包
号
す
る
O
で
あ
る
。
以
上
の
如
／
＼
三
段
論
法
も
亦
、
蓮
語
づ
け
る
作
用
の
複
含
と
し
て
、
理

解
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
Q
如
き
、
蓮
語
づ
け
る
作
駕
こ
そ
、
　
一
般
に
、
無
断
作
用
を
代
表
す
る
も
の
と
、
考
へ
ら
る
べ
く
、
フ
ッ
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セ
ル
の
茎
葉
を
以
っ
て
云
へ
ば
「
一
般
に
、
此
の
側
面
か
ら
し
て
、
覇
断
を
ば
、
蓮
語
づ
け
る
作
用
娼
蝕
急
山
臥
禽
。
β
自
霞
と
暮
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
愁

理
解
し
得
る
で
あ
ら
う
。
」
毒
し
て
、
フ
ッ
七
ル
が
、
上
の
鯛
面
に
附
け
加
へ
て
、
完
立
す
る
作
用
訟
。
｛
N
曾
二
〇
門
と
農
と
し
て
O
、
判
断

を
考
慮
に
入
れ
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
規
定
の
如
く
、
概
念
ζ
の
個
別
考
・
α
、
b
、
c
、
α
、
を
、
否
定
的
…
媒
介
に
依
る
、
二

官
署
…
造
の
、
定
位
作
用
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
斯
か
る
爾
作
用
は
、
共
に
、
蓮
語
づ
け
る
作
用
の
内
に
、
包
含
ぜ
ら
れ
得
る
と
、
云
へ
ぬ
で

あ
ら
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞥

註
小
W
　
フ
ッ
セ
ル
「
論
理
研
究
」
第
二
魯
｝
、
　
一
〇
七
隈
。
狗
、
フ
ッ
セ
ル
は
此
の
個
灰
に
於
い
て
、
意
味
の
統
㎜
魅
を
形
づ
く
る
抽
象
作
溺
に
よ
っ
て

　
　
一
方
に
は
此
露
に
繋
げ
た
　
憩
Φ
N
鰯
り
。
o
プ
。
図
げ
び
。
＃
を
、
又
一
方
に
は
封
象
の
梱
別
と
｝
般
と
へ
の
封
立
化
を
暴
げ
て
る
る
。
勿
論
、
フ
ッ
セ
ル
に

　
　
於
て
は
、
前
者
が
、
意
味
一
般
切
。
鳥
奪
極
信
罫
σ
q
自
げ
。
鵠
申
2
2
ぽ
唱
舟
に
謝
す
る
も
の
、
即
ち
無
①
d
O
　
昌
答
⇔
⑦
島
。
冠
触
①
ぎ
Φ
購
い
O
σ
q
欝
で
あ
る
。

謡
働
　
前
掲
轡
、
二
瓢
三
頁
か
ら
一
＝
…
四
頁
。

　
ラ

翻
¢
　
前
娼
轡
、
　
一
〇
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱

　
　
　
　
　
　
ラ

註
…
閂
・
働
．
㈲
・
㈹
。
玲
　
煎
閃
親
岬
激
“
、
四
七
憎
貝
、
欝
、
詫
⑲
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
｛
〈
帝
の
乖
ハ
馬
の
名
。
下
程
．
勇
士
罵
氏
「
フ
ッ
セ
ル
」
の
靴
以
へ
に
よ
る
。

註
6
リ
ロ
ッ
ツ
エ
、
前
揚
轡
、
四
二
買
か
ら
四
三
頁
。
倫
”
此
虎
に
表
現
と
欝
か
屯
た
掴
所
に
あ
た
る
筍
ッ
ツ
エ
の
溺
語
は
観
蕎
。
閉
。
更
亀
ご
紹
。
β

　
　
。
脅
拷
諸
豊
華
字
。
（
コ
0
3
0
）
で
あ
る
。
註
1
1
、
に
燭
れ
る
如
く
、
・
ッ
ッ
エ
に
於
い
て
も
、
意
昧
と
表
現
と
鍛
象
と
表
象
と
の
、
混
同
が
見
ら
れ
る

　
　
一
つ
の
例
と
云
へ
よ
う
。

謡
㈹
　
斯
か
る
否
完
的
、
媒
介
的
定
立
に
吊
し
て
は
、
田
蓬
　
兀
先
生
「
哲
學
魎
論
」
第
一
章
、
第
三
節
を
懸
照
。

　
　

註
U
　
　
ロ
ッ
ッ
エ
の
例
は
、
註
7
を
見
よ
。
フ
ッ
セ
ル
の
例
と
し
て
は
、
例
へ
ば
、
前
掲
書
、
　
｛
〇
三
頁
、
二
二
二
頁
難
典
他
。

　
以
一

議
1
2
。
玲
　
囚
鍵
ρ
2
澱
覧
甑
犀
α
一
興
。
ヨ
。
昌
く
。
胃
コ
仁
嵩
沖
切
●
δ
‘
＝
．
　
欝
、
註
1
2
に
就
い
て
、
カ
ン
ト
は
、
流
義
照
が
概
念
に
含
ま
れ
る
と
彼
建
し
て
ゐ

　
（
　
　
　
（

　
　
る
。
判
脚
陶
に
於
け
る
、
主
語
、
塾
語
、
概
念
の
製
紙
に
即
し
て
は
、
後
の
研
究
に
ゆ
づ
り
た
い
。

　
　
　
　
漉
念
に
隔
於
噛
り
る
紫
階
瓢
照
の
蝶
介
（
轡
兀
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晦
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哲
㎜
攣
瓜
馳
発
　
　
償
二
二
百
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

註
1
4
　
此
虚
に
例
と
な
っ
た
「
凡
て
の
入
営
」
と
い
ふ
大
照
提
の
主
語
は
、
傳
統
的
論
理
學
に
於
い
て
、
全
欝
剣
聖
を
形
流
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
く

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓

　
　
の
如
き
判
藩
の
分
類
法
に
慰
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
規
定
は
、
左
祖
し
て
み
な
い
。
主
語
の
鼠
的
慨
分
に
依
る
、
製
品
M
の
分
轄
に
封
ず
る
批
列
と
し
て

　
　
は
、
例
へ
ば
、
↓
置
の
。
幽
。
門
け
営
喝
①
…
O
貝
環
謬
山
N
雌
σ
q
6
鳥
Φ
鴨
ド
。
α
q
汗
”
岡
。
◎
℃
ω
「
　
二
七
四
頁
を
滲
照
。
フ
ッ
セ
ル
も
亦
、
准
の
如
き
匿
分
に
闘
脚
し
て
は
、

　
　
虹
…
繭
園
心
の
漏
郊
く
で
あ
る
。
前
揚
書
、
二
ご
露
智
只
滲
照
。

註
娼
　
フ
ッ
セ
刀
「
論
理
研
究
」
第
ご
巷
、
二
、
一
〇
頁
。

註
1
6
　
カ
ン
ト
の
匂
自
）
・
簿
プ
魚
討
。
プ
窃
C
ぽ
一
回
。
質
に
就
い
て
は
、
後
の
研
究
に
、
推
理
の
領
域
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
考
如
し
た
い
と
考
へ
る
。
禽
、
概

　
　
念
ぐ
と
、
思
念
Σ
と
、
及
び
其
れ
ら
に
醸
す
る
偲
瑚
奢
と
の
、
細
細
に
緊
張
し
含
ふ
蝶
介
醗
…
係
か
ら
、
灰
謂
、
概
念
の
内
包
と
外
延
に
就
い
て
の
、

　
　
冊
二
巴
争
覇
附
係
が
早
番
蝸
せ
ら
れ
る
…
縮
を
、
附
け
加
へ
て
澱
き
た
い
。
軍
側
、
フ
ッ
セ
ル
の
患
想
に
閣
…
し
て
は
、
下
界
勇
士
口
氏
「
フ
ッ
セ
ル
」
（
酉
哲
叢
書
）
の

　
　
み
な
ら
ず
、
直
接
に
も
、
下
闇
氏
か
ら
種
々
獅
呈
示
を
得
た
。
最
初
の
草
稿
に
於
い
て
は
、
「
フ
ッ
セ
箆
の
意
味
概
念
に
就
い
て
し
と
い
ふ
、
一
章
が
、

　
　
此
の
研
究
の
中
に
在
っ
た
の
で
あ
る
が
、
不
澁
足
な
個
虎
が
あ
っ
た
の
で
、
除
く
こ
と
ン
し
た
。
下
話
氏
の
、
嚴
密
な
御
講
示
に
麗
し
て
、
淺
學
の

　
　
故
に
、
典
れ
に
沸
し
い
結
果
を
あ
げ
得
な
か
っ
だ
勲
を
、
恥
ぢ
、
同
晦
に
、
心
か
ら
感
謝
の
慧
を
表
し
た
い
と
患
ふ
。


